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（
一
）
要
約
『
古
本
説
話
集
』
は
、
編
者
未
詳
。
成
立
は
平
安
末
期
か
ら
鎌
倉
初
期
と
言
わ
れ
て
い
る
古
写
本
で
あ
る
。
唯
一
の
伝
本
で
あ
る
旧
梅
澤
記
念
館
蔵
鎌
倉
中
期
写
本
（
現
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
に
は
、
題
簽
も
内
題
も
な
い
た
め
、
本
来
の
書
名
も
不
明
で
あ
り
、
一
般
に
『
古
本
説
話
集
』
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
流
麗
な
平
仮
名
文
で
、
大
斎
院
選
子
内
親
王
の
話
に
始
ま
り
、
関
寺
の
牛
仏
の
話
で
終
わ
る
。
王
朝
文
学
の
著
名
人
を
中
心
に
樵
夫
や
貧
女
の
話
に
至
る
ま
で
有
名
無
名
人
の
逸
話
や
観
音
霊
験
譚
な
ど
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。『
今
昔
物
語
集
』
以
下
の
諸
説
話
集
と
の
共
通
説
話
も
多
い
が
、
書
承
関
係
は
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
。
本
稿
は
、
昨
二
〇
一
六
年
か
ら
始
め
た
『
古
本
説
話
集
』
の
注
釈
「
大
齋
院
事
（
第
一
）
」
の
「
其
の
二
」
と
し
て
、
先
稿
に
引
き
続
き
、
六
丁
オ
７
か
ら
九
丁
ウ
１
ま
で
の
注
釈
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。
「
本
文
」
は
、
原
文
に
復
元
で
き
る
こ
と
を
目
指
す
一
方
、
読
み
や
す
さ
も
考
慮
し
、
比
較
の
便
の
た
め
、「
対
照
説
話
」
を
本
文
の
下
段
に
記
し
た
。「
口
語
訳
」
は
、
平
易
か
つ
明
確
な
現
代
文
を
用
い
、
原
文
の
雰
囲
気
が
伝
わ
る
こ
と
も
意
識
し
た
。「
語
釈
・
語
法
」
は
「
注
釈
」
の
根
拠
を
示
し
、
特
に
語
学
的
視
点
を
多
く
取
り
入
れ
る
よ
う
に
心
が
け
た
。
さ
ら
に
「
補
説
」
と
し
て
、「
注
釈
」
に
お
け
る
重
点
箇
所
を
特
記
し
た
。
キ
ー
ワ
ー
ド
古
本
説
話
集
・
大
斎
院
・
雲
林
院
解
題
『
古
本
説
話
集
』（
以
下
、「
本
集
」
と
略
称
）
は
、
昭
和
二
十
四
年
「
新
指
定
国
宝
展
」
で
世
に
知
ら
れ
た
。
翌
年
、
梅
澤
彦
太
郎
氏
の
所
有
に
帰
し
、
以
来
、
題
簽
も
内
題
も
な
い
た
め
『
梅
澤
本
古
本
説
話
集
』
と
称
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
梅
澤
記
念
館
・
文
化
庁
旧
蔵
、
現
在
は
東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
で
あ
る
。
本
書
の
書
誌
等
に
つ
い
て
は
、『
梅
澤
本
古
本
説
話
集
』（
貴
重
古
典
籍
刊
行
会
編
、
貴
重
古
典
籍
刊
行
会
発
行
・
一
九
五
五
年
）
の
田
山
方
南
氏
の
解
説
、
お
よ
び
『
梅
澤
本
古
本
説
話
集
』
（
古
典
資
料
類
従
六
・
勉
誠
社
・
一
九
七
八
年
）
の
川
口
久
雄
氏
の
解
説
に
詳
し
い
。
墨
付
全
部
一
三
六
丁
。
奥
書
識
語
は
な
く
、
冒
頭
二
丁
オ
〜
四
丁
オ
、
お
よ
び
六
〇
丁
ウ
〜
六
一
丁
ウ
に
、
目
録
（
漢
字
表
記
の
説
話
表
題
を
本
文
の
説
話
配
列
に
従
っ
て
列
記
し
た
も
の
）
が
あ
る
。
全
七
十
話
が
、
前
半
四
十
六
話
、
後
半
二
十
四
話
に
二
分
さ
れ
、
一
般
に
前
半
を
上
巻
、
後
半
を
下
巻
と
称
さ
れ
て
い
る
。
本
書
の
説
話
は
、
『
今
昔
物
語
集
』
や
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
と
、
『
世
継
物
語
』
『
打
聞
集
』
な
ど
と
の
重
な
り
も
多
く
、
類
縁
性
や
前
後
関
係
が
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
現
在
の
と
こ
ろ
、
諸
説
話
集
の
伝
本
の
一
つ
、
あ
る
い
は
異
本
・
抄
本
と
は
考
え
に
く
く
、
ま
た
、
ど
の
説
話
集
と
も
相
互
の
承
接
関
係
は
証
明
さ
れ
ず
、
そ
れ
ら
の
諸
説
話
集
と
の
共
通
祖
本
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
現
在
の
と
こ
ろ
、
天
下
の
孤
本
と
み
る
べ
き
で
あ
る
。
成
立
年
代
、
著
者
（
編
者
も
し
く
は
筆
録
者
）、
成
立
事
情
等
は
不
明
で
あ
る
が
、『
古
本
説
話
集
総
索
引
』（
山
内
洋
一
郎
編
・
風
間
書
房
・
一
九
六
九
年
）
の
刊
行
以
来
、
日
本
語
史
的
な
観
点
か
ら
の
研
究
も
進
め
ら
れ
て
い
る
。
鎌
倉
中
期
筆
写
と
思
わ
れ
る
貴
重
な
古
写
本
で
あ
る
。
（
二
）
純 心 人 文 研 究 第２４号 ２０１８
―３８５―
凡
例
一
表
題
本
集
に
は
、
説
話
表
題
（
説
話
本
文
の
前
に
記
載
さ
れ
た
表
題
）
は
見
ら
れ
な
い
の
で
、
目
録
表
題
を
そ
れ
ぞ
れ
の
該
当
説
話
本
文
の
前
に
掲
げ
、
訓
読
を
振
り
仮
名
の
形
で
示
す
。
そ
の
根
拠
に
つ
い
て
は
、
各
説
話
の
口
語
訳
の
次
に
、
項
目
を
立
て
て
述
べ
る
。
ま
た
、
川
口
久
雄
校
訂
『
梅
澤
本
古
本
説
話
集
』（
岩
波
文
庫
・
一
九
五
五
年
）
以
下
の
研
究
書
に
な
ら
い
、
説
話
の
話
番
号
を
（
）
を
つ
け
て
付
し
、（
第
一
）（
第
二
）
の
形
で
示
す
。
二
本
文
１
底
本
は
、
東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
（
梅
澤
記
念
館
・
文
化
庁
旧
蔵
）『
古
本
説
話
集
』
を
用
い
た
。『
梅
澤
本
古
本
説
話
集
』（
貴
重
古
典
籍
刊
行
会
編
、
貴
重
古
典
籍
刊
行
会
発
行
・
一
九
五
五
年
）、『
古
本
説
話
集
』（
勉
誠
社
文
庫
１２４
・
川
口
久
雄
解
説
・
勉
誠
社
・
一
九
八
五
年
）、
「
ｅ
國
寶
国
立
博
物
館
所
蔵
国
宝
・
重
要
文
化
財
」（http://w
w
w
.em
useum
.jp/
）を
参
照
す
る
。
２
底
本
の
一
丁
を
二
頁
と
し
て
、
表
を
オ
・
裏
を
ウ
と
表
記
し
、
行
数
を
本
文
の
上
に
算
用
数
字
で
記
す
。
な
お
、
勉
誠
社
文
庫
の
頁
数
を
（
）
で
示
す
。
３
原
文
の
漢
字
は
そ
の
ま
ま
漢
字
で
表
記
し
、
原
文
に
近
い
字
体
を
選
ぶ
。
４
訓
み
を
つ
け
る
と
き
は
、
歴
史
的
仮
名
遣
い
を
用
い
（
）
で
囲
む
。
（
お
ほ
さ
い
ゐ
ん
）
（
ま
う
す
）
例
大
齋
院
・
申
は
５
反
転
記
号
・
繰
り
返
し
記
号
・
見
せ
消
ち
等
は
原
文
ど
お
り
表
記
し
、
必
要
に
応
じ
て
注
を
つ
け
る
か
、「
語
釈
・
語
法
」
の
項
で
説
明
す
る
。
６
本
文
の
仮
名
表
記
を
、
漢
字
表
記
に
す
る
と
き
は
、
振
り
仮
名
と
し
て
原
文
の
仮
名
お
ほ
と
の
さ
い
を
つ
け
た
。
表
記
す
る
漢
字
は
、
現
行
の
漢
字
と
す
る
。
例
大
殿
・
斎
院
【
ほ
】
７
仮
名
違
い
は
、
右
側
に
正
用
を
【
】
で
示
す
。
例
な
を
８
必
要
に
応
じ
て
句
読
点
・
濁
点
・
引
用
符
を
つ
け
、
会
話
文
に
は
「
」
を
つ
け
る
。
９
一
語
が
二
行
に
ま
た
が
る
場
合
は
、
ど
ち
ら
か
の
行
に
ま
と
め
る
。
も
の
が
た
り
例
九
丁
オ
７
〜
８
物
語
三
対
照
説
話
対
照
す
べ
き
説
話
を
、
本
集
本
文
の
行
切
り
に
合
わ
せ
て
記
載
す
る
。
テ
キ
ス
ト
は
、
「
新
日
本
古
典
文
学
大
系
」
な
ど
、
一
般
的
な
も
の
を
選
ぶ
。
四
口
語
訳
逐
語
訳
を
心
が
け
、
必
要
に
応
じ
て
適
宜
主
語
等
を
（
）
で
補
う
。
五
語
釈
・
語
法
丁
の
表
（
オ
）・
裏
（
ウ
）
ご
と
に
、
該
当
箇
所
の
行
数
を
算
用
数
字
で
示
し
、
特
に
語
学
的
視
点
を
取
り
入
れ
る
よ
う
心
が
け
る
。
六
補
説
特
に
詳
述
す
る
必
要
の
あ
る
問
題
に
つ
い
て
の
考
察
を
記
す
。
七
類
話
紙
幅
の
都
合
上
、
各
話
の
末
尾
に
つ
け
る
予
定
で
あ
る
。
八
参
照
テ
キ
ス
ト
略
号
と
テ
キ
ス
ト
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
岩
波
文
『
梅
澤
本
古
本
説
話
集
』
川
口
久
雄
校
訂
・
岩
波
文
庫
・
一
九
五
五
年
全
書
『
古
本
説
話
集
』
日
本
古
典
全
書
・
川
口
久
雄
校

・
朝
日
新
聞
社
・
一
九
六
七
年
総
索
引
『
古
本
説
話
集
総
索
引
』
山
内
洋
一
郎
編
・
風
間
書
房
・
一
九
六
九
年
全

解
『
古
本
説
話
集
全

解
』
高
橋
貢
・
有
精
堂
・
一
九
八
五
年
新
大
系
『
古
本
説
話
集
』
新
日
本
古
典
文
学
大
系
４２
・『
宇
治
拾
遺
物
語
』
と
併
録
・
中
村
義
雄
、
小
内
一
明
校
注
・
岩
波
書
店
・
一
九
九
〇
年
全
訳
注
『
古
本
説
話
集
上
下
』

橋
貢
全
訳
注
・
講
談
社
学
術
文
庫
・
二
〇
〇
一
年
九
参
考
文
献
参
考
に
し
た
文
献
に
つ
い
て
は
、
で
き
る
限
り
該
当
部
分
に
書
き
入
れ
る
。
記
載
で
き
な
か
っ
た
も
の
は
、
各
話
の
末
尾
に
つ
け
る
予
定
で
あ
る
。
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（
三
）
（
お
ほ
さ
い
ゐ
ん
の
こ
と
）
大
齋
院
事
（
第
一
）
其
の
ニ

（
六
丁
オ
７
〜
七
丁
オ
３
）
【
六
丁
オ
】
（
一
五
頁
）
（
ご
い
ち
で
う
ゐ
ん
）
（
ご
す
ざ
く
ゐ
ん
）
み
や
７
後
一
条
院
・
後
朱
雀
院
、
ま
だ
宮
た
ち
に
を
さ
な
ま
つ
り
み
８
て
、
幼
く
お
は
し
ま
し
け
る
と
き
、
祭
見
せ
た
て
ま
つ
（
た
ま
ひ
）
さ
じ
き
す
（
た
ま
ふ
）
９
ら
せ
給
け
る
に
、
御
桟
敷
の
前
過
ぎ
さ
せ
給
ほ
ど
、
と
の
（
の
）
ひ
ざ
ふ
た
と
こ
ろ
す
１０
殿
ゝ
御
膝
に
、
二
所
な
が
ら
据
ゑ
た
て
ま
つ
ら
せ
【
六
丁
ウ
】
（
一
六
頁
）
（
た
ま
ひ
）
１
給
て
、
「
こ
の
宮
た
ち
見
た
て
ま
つ
ら
せ
給
へ
」
と
申
さ
せ
（
み
）
こ
し
か
た
び
ら
あ
ふ
ぎ
２
た
ま
へ
ば
、
御
輿
の
帷
よ
り
、
あ
か
色
の
御
扇
さ
い
（
た
ま
ひ
）
と
の
３
の
つ
ま
を
こ
そ
差
し
出
だ
さ
せ
給
た
り
け
れ
。
殿
を
は
じ
【
ゐ
】
【
ほ
】
４
め
ま
い
ら
せ
て
、
「
な
を
心
ば
せ
め
で
た
く
お
は
す
る
院
な
り
（
か
）
み
５
や
。
か
ゝ
る
し
る
し
を
見
せ
さ
せ
た
ま
は
ず
は
、
い
か
で
か
み
し
か
む
６
見
た
て
ま
つ
ら
せ
た
ま
ふ
と
も
知
ら
ま
し
」
と
ぞ
、
感
じ
（
た
ま
ひ
）
お
ほ
と
の
き
【
え
】
７
た
て
ま
つ
ら
せ
給
け
る
。
院
よ
り
大
殿
に
聞
こ
ゑ
さ
せ
（
た
ま
ひ
）
８
給
け
る
。
い
み
９
ひ
か
り
出
づ
る
あ
ふ
ひ
の
か
げ
を
見
て
し
か
ば
と
し
へ
１０
年
経
に
け
る
も
う
れ
し
か
り
け
り
【
七
丁
オ
】
（
一
七
頁
）
（
か
へ
し
）
１
御
返
、
ふ
た
き
み
２
も
ろ
か
づ
ら
二
葉
な
が
ら
も
君
に
か
く
３
あ
ふ
ひ
や
神
の
し
る
し
な
る
ら
ん
口
語
訳
後
一
条
院
・
後
朱
雀
院
が
ま
だ
宮
様
で
、
幼
く
て
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
と
き
、
賀
茂
祭
を
お
見
せ
申
し
上
げ
な
さ
っ
た
が
、（
お
二
方
の
）
御
桟
敷
の
前
を
（
大
斎
院
の
お
輿
が
）
お
通
り
に
な
る
あ
い
だ
、
入
道
殿
（
道
長
公
）
の
お
膝
に
お
二
方
と
も
座
ら
せ
申
し
上
げ
な
さ
っ
て
、（
道
長
公
が
大
斎
院
に
）「
こ
の
宮
様
た
ち
を
ご
覧
申
し
上
げ
く
だ
さ
い
」
と
申
し
上
げ
な
さ
る
と
、
御
輿
の
垂
れ
布
か
ら
、
赤
色
の
御
扇
の
端
を
差
し
出
さ
れ
た
。
入
道
殿
を
は
じ
め
申
し
上
げ
て
「
や
は
り
心
配
り
が
す
ば
ら
し
く
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
院
で
す
ね
。
こ
『
大
鏡
』（
日
本
古
典
文
学
大
系
２１
・
一
九
六
〇
年
・
岩
波
書
店
、
底
本
…
東
松
本
）
こ
の
當
代
や
東
宮
な
ど
の
ま
だ
宮
た
ち
に
て
お
は
し
ま
し
ゝ
と
き
、
ま
つ
り
み
せ
た
て
ま
つ
ら
せ
た
ま
ひ
し
御
さ
じ
き
の
ま
へ
す
ぎ
さ
せ
た
ま
ふ
ほ
ど
、
ゝ
の
ゝ
御
ひ
ざ
に
二
所
な
が
ら
す
へ
た
て
ま
つ
ら
せ
た
ま
ひ
て
、「
こ
の
み
や
た
ち
、
み
た
て
ま
つ
ら
せ
た
ま
へ
」
と
申
さ
せ
た
ま
へ
ば
、
御
輿
の
帷
よ
り
、
あ
か
い
ろ
の
御
あ
ふ
ぎ
の
つ
ま
を
さ
し
い
で
た
ま
へ
り
け
り
。
殿
を
は
じ
め
た
て
ま
つ
り
て
、「
な
を
心
ば
せ
め
で
た
く
お
は
す
る
院
な
り
や
。
か
ゝ
る
し
る
し
を
み
せ
た
ま
は
ず
ば
、
い
か
で
か
、
み
た
て
ま
つ
り
た
ま
ふ
ら
ん
と
も
し
ら
ま
し
」
と
こ
そ
、
感
じ
た
て
ま
つ
ら
せ
た
ま
ひ
け
れ
。
院
よ
り
太
宮
に
き
こ
え
さ
せ
給
ひ
け
る
、
ひ
か
り
い
づ
る
あ
ふ
ひ
の
か
げ
を
み
て
し
よ
り
、
と
し
つ
み
け
る
も
う
れ
し
か
り
け
り
」。
御
か
へ
し
、
も
ろ
か
づ
ら
ふ
た
ば
な
が
ら
も
、
き
み
に
か
く
あ
ふ
ひ
や
か
み
の
ゆ
る
し
な
る
ら
ん
」。
（
四
）
純 心 人 文 研 究 第２４号 ２０１８
―３８３―
の
よ
う
な
合
図
を
お
見
せ
に
な
ら
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
ど
う
し
て
（
大
斎
院
が
）
見
申
し
上
げ
な
さ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
ょ
う
か
」
と
、
感
心
申
し
上
げ
な
さ
っ
た
。
院
（
大
斎
院
）
か
ら
大
殿
（
道
長
公
）
に
申
し
上
げ
な
さ
っ
た
歌
は
ひ
か
り
か
が
や
く
二
葉
葵
の
よ
う
な
、
お
二
方
の
日
嗣
の
み
こ
の
お
姿
を
み
ま
し
た
の
で
、
年
月
が
経
っ
た
（
私
が
年
を
と
り
ま
し
た
）
こ
と
も
う
れ
し
ゅ
う
ご
ざ
い
ま
す
（
大
殿
の
）
御
返
歌
は
も
ろ
か
づ
ら
を
頭
に
懸
け
る
葵
祭
の
日
に
、
幼
い
な
が
ら
も
お
二
方
の
日
嗣
の
み
こ
が
、
あ
な
た
に
こ
の
よ
う
に
お

い
で
き
る
の
は
賀
茂
の
神
の
ご
利
益
な
の
で
し
ょ
う
語
釈
・
語
法
【
六
丁
オ
】
（
ご
い
ち
で
う
ゐ
ん
）
（
ご
す
ざ
く
ゐ
ん
）
●
７
後
一
条
院
・
後
朱
雀
院
、
後
一
条
院
（
一
〇
〇
八
〜
三
六
・
在
位
一
〇
一
六
〜
三
六
）
第
あ
つ
ひ
ら
六
十
八
代
天
皇
、
名
は
敦
成
。
後
朱
雀
院
（
一
〇
〇
九
〜
四
五
・
在
位
一
〇
三
六
〜
四
五
）
第
あ
つ
な
が
六
十
九
代
天
皇
、
名
は
敦
良
。
両
天
皇
と
も
一
条
天
皇
の
皇
子
、
母
は
藤
原
道
長
女
の
中
宮
彰
子
。
両
天
皇
と
も
に
第
五
十
話
に
登
場
。
本
用
例
の
「
後
朱
雀
院
」
の
「
」
の
字
は
俗
字
で
あ
る
が
、『
類
聚
名
義
抄
』
に
は
記
載
。
本
集
に
は
、「
院
」
の
字
が
四
十
四
例
（
本
話
に
は
十
八
例
）
あ
る
が
、「
」
の
字
を
使
用
し
て
い
る
の
は
、
六
例
（
二
オ
１
・
三
オ
４
・
五
オ
１
・
六
オ
７
・
七
オ
６
・
七
オ
９
）
の
み
。
・「
ｅ
國
寶
国
立
博
物
館
所
蔵
国
宝
・
重
要
文
化
財
」
（http://w
w
w
.em
u
seu
m
.jp/
に
よ
る
。
本
集
の
影
印
引
用
は
、
以
下
す
べ
て
同
じ
）
・『
類
聚
名
義
抄
観
智
院
本
』（
法
中
・
二
二
オ
５
）
（
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
３２
・
八
木
書
店
・
一
九
七
六
年
・
以
下
、
『
名
義
抄
（
観
智
院
本
）
』
と
す
る
）
み
や
●
７
ま
だ
宮
た
ち
に
て
、
後
一
条
院
・
後
朱
雀
院
が
即
位
さ
れ
る
前
の
親
王
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
。「
ま
だ
」
は
、
あ
る
段
階
や
状
態
に
な
っ
て
い
な
い
よ
う
す
。
→
補
説
１
●
８
祭
『
栄
花
物
語
上
』（
巻
第
八
「
は
つ
は
な
」）
は
、
こ
の
賀
茂
祭
を
寛
弘
七
年
（
一
〇
一
〇
）
と
し
、「
四
月
に
は
、
殿
、
一
条
の
御
さ
じ
き
に
て
わ
か
宮
に
も
の
御
覧
ぜ
さ
せ
給
」（
日
本
古
典
文
学
大
系→
以
下
「
大
系
」
と
略
す
・
Ｐ
２９４
・
岩
波
書
店
・
一
九
六
四
年
）
と
、
道
長
が
三
歳
に
な
っ
た
若
宮
（
敦
成
親
王
）
だ
け
を
お
抱
き
に
な
っ
て
い
る
と
す
る
。『
御
堂
関
白
記
』
で
は
、
寛
弘
八
年
（
一
〇
一
一
）
四
月
の
記
事
に
「
十
八
日
、
辛
酉
、
木
定
、
賀
茂
祭
、
暁
従
内
若
宮
・
三
宮
・
尚
侍
同
道
御
一
条
家
散
（
桟
）
敷
室
」（『
大
日
本
古
記
録
御
堂
關
白
記
中
』
Ｐ
１０２
・
岩
波
書
店
・
一
九
五
三
年
）
と
あ
り
、
若
宮
（
敦
成
親
王
）・
三
宮
（
敦
良
親
王
）
そ
ろ
っ
て
の
見
物
は
、
翌
八
年
の
こ
と
と
す
る
。
→
補
説
３
さ
じ
き
●
９
桟
敷
「
桟
敷
」
は
、
祭
礼
の
行
列
な
ど
を
見
物
す
る
た
め
、
行
列
の
進
路
の
両
側
な
ど
に
設
置
さ
れ
た
観
覧
用
の
席
。
桟
敷
の
早
い
例
と
し
て
、
『
栄
花
物
語
上
』
巻
第
八
「
は
つ
は
な
」
に
は
、「
殿
は
、
一
條
の
御
さ
じ
き
の
や
な
が


と
つ
く
ら
せ
給
て
、
ひ
は
だ
ぶ
き
・
か
う
ら
ん
な
ど
い
み
じ
う
お
か
し
う
せ
さ
せ
給
て
」（
大
系
・
Ｐ
２４３
・
用
例
の
傍
線
は
筆
者
に
よ
る
。
以
下
同
じ
）
と
造
作
し
た
藤
原
道
長
の
一
条
桟
敷
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
が
示
す
よ
う
に
、
そ
の
流
行
は
一
条
朝
の
こ
ろ
か
ら
で
、
隆
盛
を
極
め
た
の
は
院
政
期
で
あ
る
。『
色
葉
字
類
抄
（
以
下
『
字
類
抄
』
と
す
る
）』
に
は
『
さ
じ
き
』『
さ
ん
じ
き
』
の
両
形
が
混
在
し
て
い
る
。
本
集
用
例
は
他
に
、「
さ
じ
き
」（
八
一
オ
２
）。
い
ず
れ
も
仮
名
表
記
で
あ
る
。
ふ
た
と
こ
ろ
●
１０
二
所
な
が
ら
お
二
方
と
も
。「
所
」
は
、
身
分
あ
る
人
を
数
え
る
の
に
用
い
る
語
。
本
用
例
以
外
に
、「
た
ゝ
ふ
た
と
こ
ろ
し
て
嘆
き
た
ま
ふ
こ
と
よ
り
ほ
か
に
な
し
」（
四
一
オ
１
）
が
あ
り
、
宮
腹
で
あ
る
兵
部
大
輔
と
そ
の
妻
を
指
す
。「
な
が
ら
」
は
数
詞
や
副
詞
を
受
け
て
、「
す
べ
て
」「
…
と
も
」
の
意
を
表
わ
す
。
本
集
に
は
、「
さ
な
が
ら
」
二
例
を
含
め
て
二
十
七
例
あ
る
。同
じ
意
味
を
持
つ
の
は
、本
用
例
の
他
に
八
例（
七
オ
２
・
五
四
ウ
５
・
五
五
ウ
２
・
八
六
ウ
８
・
八
六
ウ
９
・
九
三
ウ
１
・
一
〇
一
オ
９
・
一
二
六
オ
６
）で
あ
る
。
す
●
１０
据
ゑ
座
ら
せ
。
ワ
行
下
二
段
「
据
う
」
の
連
用
形
。
初
出
は
、『
古
事
記
』（『
日
本
国
椎葉・安倍・川浪・中村・福田・山口・『古本説話集 全注釈』大齋院事（第一）
其の二（六丁オ７～九丁ウ１）
―３８２―
（
五
）
語
大
辞
典
第
二
版
』
小
学
館
に
よ
る
、
以
下
『
日
国
』）。「
据
う
」
か
ら
転
じ
た
ヤ
行
下
二
段
「
据
ゆ
」
の
初
出
は
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
（
『
日
国
』
に
よ
る
）
で
あ
る
。
な
お
、
『
字
類
抄
』
（
三
巻
本
・
黒
川
本
）、『
名
義
抄
（
観
智
院
本
）』
に
は
、「
居
」
の
よ
み
と
し
て
、「
ス
フ
」
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
『
今
昔
物
語
集
』
（
新
大
系
・
以
下
、
『
今
昔
』
と
す
る
）
の
「
居
（
据
）
」
は
、「
ス
フ
」
の
よ
み
の
み
一
〇
〇
例
が
確
認
さ
れ
る
。『
宇
治
拾
遺
物
語
』は
、「
ス
フ
」
十
二
例
・「
ス
ユ
」
二
例
と
な
っ
て
い
る
。『
日
本
語
法
史
鎌
倉
時
代
編
』（
Ｐ
４５
・
岩
井
良
雄
・
笠
間
書
院
・
一
九
七
一
年
）
に
は
、「『
据
ふ
』
は
、『
植
う
』『
飢
う
』『
据
う
』
と
、
わ
行
下
二
段
活
用
と
し
て
使
わ
れ
る
の
が
平
安
時
代
の
常
で
あ
っ
た
。
は
行
に
活
用
さ
せ
る
の
は
、
鎌
倉
時
代
に
入
っ
て
か
ら
の
現
象
で
あ
る
。」
と
あ
る
。
本
集
に
は
、「
す
ゑ
」
九
例
（
六
オ
１０
・
一
四
オ
１０
・
五
六
ウ
６
・
六
六
オ
８
・
六
八
オ
２
・
一
〇
八
ウ
５
・
一
一
六
ウ
１０
・
一
二
六
ウ
２
・
一
三
〇
オ
９
）、「
す
え
」（
九
六
ウ
７
）
一
例
、
計
十
例
用
い
ら
れ
て
い
る
。
【
六
丁
ウ
】
（
み
）
こ
し
●
２
御
輿
本
集
で
は
本
用
例
の
み
。『
枕
草
子
』（
新
日
本
古
典
文
学
大
系→
以
下
「
新
大
系
」
と
略
す
・
岩
波
書
店
・
一
九
九
一
年
・
底
本
は
陽
明
文
庫
蔵
本
）
に
、「
み
こ
し
」
と
い
う
仮
名
書
き
が
二
例
あ
る
の
で
、「
み
こ
し
」
と
よ
む
。『
源
氏
物
語
』（
源
氏
物
語
大
成
普
及
版
・
池
田
亀
鑑
・
中
央
公
論
社
・
一
九
八
四
〜
一
九
八
五
）
に
は
仮
名
書
き
例
は
な
い
。
屋
形
・
箱
に
な
が
え
あ
げ
こ
し
人
を
乗
せ
、
長
柄
を
肩
で
担
ぐ
肩
輿
と
、
長
柄
に
紐
を
結
ん
で
肩
か
ら
か
け
て
手
で
腰
よ
う
よ
そ
う
か
れ
ん
に
支
え
る
腰
輿
が
あ
る
。
肩
輿
に
は
鳳
輦
と
葱
花
輦
（
単
に
花
輦
と
も
い
い
、
屋
形
の
頂
に
先
の
と
が
っ
た
丸
い
葱
花
に
似
た
形
を
据
え
て
い
る
の
で
い
う
）
が
あ
る
。
鳳
輦
は
天
皇
の
晴
の
行
幸
に
用
い
ら
れ
、
葱
花
輦
は
天
皇
・
皇
后
・
斎
王
が
用
い
た
。
か
た
び
ら
す
ず
し
●
２
帷
几
帳
、
御
帳
、
壁
代
な
ど
に
用
い
て
、
へ
だ
て
と
す
る
た
れ
布
。
夏
は
生
絹
、
冬
は
練
絹
を
用
い
る
。
本
集
用
例
は
他
に
七
例
（
五
四
オ
２
・
六
六
オ
２
・
一
〇
〇
ウ
２
・
一
〇
〇
ウ
５
・
一
〇
〇
ウ
９
・
一
〇
一
ウ
１
・
一
二
九
ウ
７
）
あ
る
。『
名
義
抄
（
観
智
院
本
）』
に
次
の
よ
う
に
あ
る
の
で
、「
か
た
び
ら
」
と
第
三
音
は
濁
音
に
よ
む
。
・『
名
義
抄
（
観
智
院
本
）』（
法
中
・
五
四
オ
１
）
●
２
あ
か
色
本
集
で
は
本
用
例
の
み
。
色
を
表
す
「
あ
か
し
」
は
二
例
あ
り
、
い
ず
れ
も
仮
名
書
き
で
あ
る
。『
字
類
抄
（
三
巻
本
）』
に
は
「
赤
・
朱
・
・
赭
・
丹
・
赫
・
緋
」
な
ど
多
く
の
漢
字
を
「
ア
カ
シ
」「
ア
ケ
」
と
よ
ん
で
い
る
。『
全
書
』「
丹
色
」、『
岩
波
文
』「
あ
か
色
」、『
総
索
引
』『
全

解
』『
新
大
系
』『
全
訳
注
』
は
「
赤
色
」。
前
田
雨
城
氏
に
よ
れ
ば
、「『
あ
か
』
は
、
夜
明
け
な
ど
に
感
じ
る
明
る
さ
、
さ
ら
に
周
囲
よ
り
み
て
明
る
い
と
感
じ
る
と
き
の
は
な
や
か
さ
も
、
一
括
し
て
『
あ
か
』
と
い
う
よ
び
名
で
よ
ん
で
い
る
。」（『
も
の
と
人
間
の
文
化
史
３８
色
染
と
色
彩
』
Ｐ
７０
・
法
政
大
学
出
版
局
・
一
九
八
〇
年
）
と
い
う
。
あ
ふ
ぎ
●
２
扇
本
用
例
の
他
に
、
本
集
に
は
二
例
（
一
七
ウ
８
・
一
七
ウ
９
）
あ
る
。
九
世
紀
ご
ろ
日
本
で
発
明
さ
れ
、『
和
名
類
聚
抄
』
で
は
「
お
う
ぎ
」
と
「
う
ち
わ
」
を
区
別
す
る
。
ひ
お
う
ぎ
檜
ま
た
は
杉
の
薄
板
を
糸
で
綴
じ
、
一
方
を
要
と
し
て
開
閉
で
き
る
よ
う
に
し
た
檜
扇
か
わ
ほ
り
お
う
ぎ
（
冬
扇
）
が
先
に
生
ま
れ
、
少
し
遅
れ
て
竹
ま
た
は
木
の
骨
に
紙
を
貼
付
し
た
蝙
蝠
扇
（
夏
扇
）
が
発
明
さ
れ
た
。
四
月
一
日
の
衣
替
え
で
は
扇
も
夏
扇
に
か
え
た
が
、
正
式
な
儀
式
で
は
夏
で
も
檜
扇
が
使
わ
れ
た
。
賀
茂
祭
の
行
列
の
往
き
は
冬
扇
、
帰
り
は
夏
扇
で
あ
っ
た
。
天
皇
と
皇
太
子
は
蘇
芳
染
の
檜
扇
で
赤
檜
扇
と
よ
ば
れ
、
公

・
殿
上
人
の
白
檜
扇
と
区
別
し
た
。
女
性
の
檜
扇
は
、
皇
太
后
宮
・
皇
后
宮
が
赤
色
と
い
う
以
外
は
、
男
性
と
違
い
、
自
由
で
あ
っ
た
。
●
３
つ
ま
も
の
の
は
じ
の
部
分
。
へ
り
。「
あ
ふ
ぎ
の
つ
ま
」
は
、
本
用
例
の
み
。「
よ
し
あ
る
あ
ふ
ぎ
の
つ
ま
を
お
り
て
」（
新
大
系
『
源
氏
物
語
一
』
葵
巻
・
Ｐ
２９９
）、
や
「
あ
ふ
ぎ
の
つ
ま
を
ひ
き
や
り
て
」（
大
系
『
栄
花
物
語
下
』
巻
三
十
二
「
謌
合
」
Ｐ
３７２
）、「
あ
ふ
ぎ
の
つ
ま
に
い
と
ち
ゐ
さ
く
、
（
略
）
と
か
き
て
」
（
新
大
系
『
堤
中
納
言
物
語
』
「
こ
の
つ
ゐ
で
」
Ｐ
１６
）
な
ど
の
例
が
あ
る
。な
お
、『
栄
花
物
語
上
』は「
御
あ
ふ
ぎ
を
さ
し
い
で
さ
せ
給
へ
る
は
」
（
大
系
・
巻
第
八
「
は
つ
は
な
」・
Ｐ
２９４
）
と
す
る
。
（
六
）
純 心 人 文 研 究 第２４号 ２０１８
―３８１―
【
ゐ
】
●
４
ま
い
ら
せ
て
既
出
（「
全
注
釈
其
の
一
」
Ｐ
１１
『
純
心
人
文
研
究
第
２３
号
』
長
崎
純
心
大
学
・
二
〇
一
七
年
。
以
下
、「
全
注
釈
其
の
一
」
と
す
る
）。
補
助
動
詞
と
し
て
の
用
法
は
、
院
政
時
代
か
ら
「
聞
こ
ゆ
」「
奉
る
」
に
代
わ
っ
て
盛
ん
に
な
っ
た
。『
大
鏡
』
は
「
た
て
ま
つ
り
て
」
と
な
っ
て
い
る
。
●
４
心
ば
せ
性
格
や
性
質
に
も
と
づ
い
た
心
の
動
き
。
吉
澤
義
則
氏
は
「『
心
ば
せ
』
は
、
『
性
質
』
を
第
一
義
と
し
、
転
じ
て
『
理
解
性
』
の
義
に
用
ひ
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。」
（『
増
補
源
語
釋
泉
』
Ｐ
３２３
・
臨
川
書
店
・
一
九
七
三
年
）
と
す
る
。『
名
義
抄
（
観
智
院
本
）』
の
よ
み
は
、「
こ
こ
ろ
は
せ
」「
こ
こ
ろ
ば
せ
」
両
方
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
「
こ
こ
ろ
ば
せ
」
を
採
る
。
本
集
用
例
は
、
他
に
一
例
（
二
二
ウ
３
）。
●
５
ず
は
打
消
の
助
動
詞
「
ず
」
の
連
用
形
に
係
助
詞
「
は
」
が
つ
い
た
も
の
。「
ず
」
の
未
然
形
に
接
続
助
詞
「
ば
」
の
清
音
化
し
た
「
は
」
が
つ
い
た
も
の
と
す
る
説
も
あ
る
。
打
消
の
順
接
仮
定
条
件
を
表
す
。「
も
し
〜
で
な
い
な
ら
ば
」
の
意
。「
ず
は
」は「
ま
し
」
と
呼
応
し
て
い
る
。
か
む
●
６
感
じ
本
集
用
例
は
、
他
に
一
例
あ
る
の
み
。「
か
み
、
い
み
し
う
か
む
し
あ
は
れ
か
り
て
」（
五
八
オ
９
）
→
補
説
２
●
７
院
よ
り
大
殿
に
大
斎
院
（
選
子
）
か
ら
大
殿
（
道
長
）
に
。
こ
の
贈
答
歌
は
『
後
拾
遺
集
』
雑
五
（
『
新
編
国
歌
大
観
』
角
川
書
店
・
一
九
八
三
〜
一
九
九
二
年
）
・『
栄
花
物
語
上
』
（
巻
第
八「
は
つ
は
な
」大
系
・
Ｐ
２９４
）
に
も
選
子
と
道
長
の
贈
答
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、『
大
鏡
』（
大
系
・
Ｐ
１２４
）
に
は
「
大
殿
」
で
は
な
く
、「
太
宮
」
と
あ
る
。
ま
た
、「
上
東
門
院
」
の
書
き
入
れ
が
あ
り
、
補
注
（
Ｐ
４５６
）
に
「『
太
宮
』
は
『
大
殿
』
の
誤
で
あ
ろ
う
。」
と
あ
る
。
歌
も
本
集
と
『
大
鏡
』
で
は
文
言
が
異
な
っ
て
い
る
。
→
補
説
３
ひ
つ
ぎ
●
９
あ
ふ
ひ
の
か
げ
二
葉
葵
の
よ
う
な
二
人
の
日
嗣
の
皇
子
の
姿
。
「
あ
ふ
ひ
」
は
「
葵
」
に
「

ふ
日
」
を
掛
け
た
詞
。「
日
」
に
「
ひ
つ
ぎ
」
の
意
味
を
持
た
せ
る
。
「
葵
」
に
「

ふ
日
」
を
掛
け
る
用
例
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
例
が
あ
る
。
作
主
未
レ
詳
歌
一
首
（『
万
葉
集
』
巻
第
十
六
）
３８５６
な
し
な
つ
め
き
み
に
あ
は
つ
ぎ
は
ふ
く
ず
の
の
ち
も
あ
は
む
と
あ
ふ
ひ
は
な
さ
く
（『
古
今
和
歌
六
帖
』）
１０７７
人
も
み
な
か
づ
ら
か
ざ
し
て
ち
は
や
ぶ
る
神
の
み
あ
れ
に
あ
ふ
ひ
な
り
け
り
３９５２
お
も
ふ
な
か
さ
け
に
ゑ
ひ
に
し
我
な
れ
ば
あ
ふ
ひ
な
ら
で
は
や
む
く
す
り
な
し
（
い
ず
れ
も
『
新
編
国
歌
大
観
』
に
よ
る
）
【
七
丁
オ
】
（
か
へ
し
）
●
１
御
返
『
大
鏡
』
の
「
御
か
へ
し
」
に
よ
り
「
返
」
は
「
か
へ
し
」
と
よ
む
。
本
集
で
は
、「
御
か
へ
し
」
四
例
（
七
オ
１
・
一
九
ウ
２
・
二
三
ウ
１０
・
五
七
オ
１
）、「
か
へ
し
」
四
例
（
二
八
オ
６
・
三
一
オ
１０
・
三
一
ウ
１
・
三
一
ウ
２
）
で
あ
る
。「
御
か
へ
り
」
は
一
例
（
四
九
オ
９
）
の
み
。
●
２
も
ろ
か
づ
ら
葵
祭
で
、
頭
に
懸
け
る
桂
の
葉
に
二
葉
葵
の
葉
を
つ
け
た
も
の
。「
も
ろ
」
に
も
「
二
人
」
の
意
味
を
持
た
せ
る
。
ふ
た
●
２
二
葉
な
が
ら
も
「
二
葉
」
は
「
幼
い
」
意
と
「
二
人
」
の
意
を
持
つ
。
「
な
が
ら
も
」
は
体
言
ま
た
は
活
用
語
の
連
体
形
を
受
け
、「
…
に
も
か
か
わ
ら
ず
」の
意
を
表
わ
す
。「
二
所
な
が
ら
」（
既
出
・
六
オ
１０
）
は
「
お
二
方
と
も
に
」
の
意
。
●
２
か
く
あ
ふ
ひ
「
『
斯
く

ふ
日
』
に
『
懸
く
、
葵
』
の
語
を
き
か
せ
て
い
る
」
と
『
総
索
引
』
注
三
（
Ｐ
１３
）
に
指
摘
が
あ
る
。
掛
詞
と
み
る
。
●
３
神
の
し
る
し
賀
茂
の
神
の
ご
利
益
の
こ
と
。
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（
七
）
其
の
ニ

（
七
丁
オ
４
〜
八
丁
オ
１
）
【
七
丁
オ
】
（
一
七
頁
）
（
く
）
（
か
む
だ
ち
め
）
４
め
で
た
く
、
心
に
く
ゝ
、
を
か
し
く
お
は
し
ま
せ
ば
、
上
達
部
・
（
て
ん
じ
や
う
び
と
）
た
【
ゐ
】
５
殿
上
人
、
絶
え
ず
ま
い
り
た
ま
へ
ば
、
た
ゆ
み
な
く
、
う
と
さ
い
６
ち
解
け
ず
の
み
あ
り
け
れ
ば
、
「
斎
院
ば
か
り
の
と
こ
ろ
は
よ
（
ま
う
し
）
（
つ
）
７
な
し
」
と
、
世
に
は
づ
か
し
く
心
に
く
き
事
に
申
つ
ゝ
、
【
ゐ
】
よ
す
ゑ
８
ま
い
り
あ
ひ
た
り
け
る
に
、
世
も
む
げ
に
末
に
と
し
（
お
い
）
９
な
り
、
院
の
御
年
も
い
た
く
老
さ
せ
た
ま
ひ
に
い
ま
【
ゐ
】
ひ
と
１０
た
れ
ば
、
今
は
こ
と
に
ま
い
る
人
も
な
し
。
人
も
【
七
丁
ウ
】
（
一
八
頁
）
【
ゐ
】
（
あ
り
）
さ
ま
と
１
ま
い
ら
ね
ば
、
院
の
御
有
様
も
う
ち
解
け
に
た
ら
ん
、
わ
か
さ
か
（
び
と
）
（
お
い
）
う
２
若
く
盛
り
な
り
し
人


も
み
な
老
失
せ
も
て
い
ぬ
ら
【
ゐ
】
ひ
と
（
ご
い
ち
で
う
ゐ
ん
の
）
３
ん
、
心
に
く
か
ら
で
、
ま
い
る
人
も
な
き
に
、
後
一
条
院
と
き
（
う
り
ん
ゐ
ん
の
）
（
ね
ぶ
つ
）
４
御
時
に
、
雲
林
院
不
断
の
念
佛
は
九
月
十
日は
５
の
ほ
ど
な
れ
ば
、
殿
上
人
四
五
人
ば
か
り
、
果
て
の
夜
、
月
の
あ
か
６
え
も
い
は
ず
明
き
に
、
「
念
佛
に
あ
ひ
に
」
と
て
、
雲
ゆ
う
し
と
き
か
へ
７
林
院
に
行
き
て
、
丑
の
刻
ば
か
り
に
帰
る
に
、
ひ
む
が
し
み
か
ど
ほ
そ
め
あ
８
斎
院
の
東
の
御
門
の
、
細
目
に
開
き
た
（
う
ち
）
９
れ
ば
、
そ
の
こ
ろ
の
殿
上
人
・
蔵
人
は
、
斎
院
の
中
も
、
（
ば
か
）
み
し
（
か
）
１０
は
か


し
く
見
ず
、
知
ら
ね
ば
、
「
か
ゝ
る
つ
い
で
に
院
の
【
八
丁
オ
】
（
一
九
頁
）
み
い
い
１
う
ち
み
そ
か
に
見
む
」
と
言
ひ
て
、
入
り
ぬ
。
『
今
昔
物
語
集
』
巻
第
十
九
村
上
天
皇
御
子
大
斉
院
出
○注家
語
第
十
七
（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
３６
・
一
九
九
四
年
・
岩
波
書
店
・
底
本
…
東
大
本
甲
）
○注
東
大
本
甲
の
目
録
表
題
で
は
「
出
家
」
と
あ
る
（
新
大
系
・
Ｐ
１０１
）
。
ま
た
、『
今
昔
』（
大
系
五
・
一
九
六
三
年
）
の
巻
第
十
九
の
校
異
５３５
に
よ
る
と
、
底
本
に
は
「
家
と
朱
補
」
と
書
き
入
れ
が
あ
る
（
Ｐ
３６６
）
。
よ
っ
て
、「
家
」
を
入
れ
た
。
世
ニ
微
妙
ク
可
咲
ク
テ
ノ
ミ
御
マ
セ
バ
、
上
達
部
・
殿
上
人
不
絶
ズ
参
レ
バ
、
院
ノ
人
共
モ
緩
ム
事
無
ク
、
打
チ
不
解
ズ
シ
テ
ノ
ミ
有
レ
バ
、「
斉
院
許
ノ
所
無
シ
」
ト
ナ
ム
世
ノ
人
皆
云
ヒ
ケ
ル
。
而
ル
間
、
漸
ク
世
モ
末
ニ
成
リ
、
宮
ノ
御
年
モ
老
ニ
臨
マ
セ
給
ヒ
ニ
タ
レ
バ
、
今
ハ
殊
ニ
参
ル
人
モ
無
シ
。
然
レ
バ
院
ノ
有
様
モ
、
参
ル
人
シ
無
ケ
レ
バ
、
打
チ
不
解
ズ
、
亦
若
カ
リ
シ
人
モ
皆
老
ニ
タ
レ
バ
、
心
ガ
リ
テ
参
ル
人
モ
無
キ
ニ
、
後
ノ
一
条
ノ
院
ノ
天
皇
ノ
御
代
ノ
末
ノ
程
ニ
、
心
有
ケ
ル
殿
上
人
四
五
人
許
、
西
ノ
雲
林
院
ノ
不
断
ノ
念
仏
ハ
九
月
ノ
中
ノ
十
日
ノ
程
ノ
事
ナ
レ
バ
、
其
ノ
念
仏
ノ
終
ノ
夜
、
月
ノ
艶
ズ
明
ナ
リ
ケ
ル
ニ
、
念
仏
ヲ
礼
ム
ガ
為
ニ
、
此
ノ
殿
上
人
共
雲
林
院
ニ
行
テ
、
丑
ノ
時
許
ニ
返
ケ
ル
ニ
、
斉
院
ノ
東
ノ
門
ノ
細
目
ニ
開
タ
リ
ケ
レ
バ
、
近
来
ノ
殿
上
人
・
蔵
人
ハ
、
斉
院
ノ
内
ヲ
墓
シ
ク
モ
不
見
ネ
バ
、「
此
ル
次
ニ
、
院
ノ
内
窃
ニ
見
ム
」
ト
云
テ
、
入
ヌ
。
（
八
）
純 心 人 文 研 究 第２４号 ２０１８
―３７９―
口
語
訳
（
大
斎
院
は
）す
ば
ら
し
く
、
奥
ゆ
か
し
く
、
興
趣
に
富
ん
で
お
ら
れ
、
上
達
部
や
殿
上
人
た
ち
が
絶
え
る
こ
と
な
く
参
上
な
さ
っ
て
い
る
の
で
、（
御
所
の
人
々
は
）
絶
え
ず
気
を
張
り
つ
め
て
ば
か
り
で
、（
上
達
部
や
殿
上
人
は
）「
斎
院
（
の
御
所
）
ほ
ど
（
す
ば
ら
し
い
）
所
は
な
い
」
と
、
た
い
そ
う
立
派
で
奥
ゆ
か
し
い
こ
と
と
申
し
上
げ
て
は
、
参
上
し
あ
っ
て
い
た
が
、
世
も
す
っ
か
り
末
に
な
り
、
院
も
大
変
年
老
い
て
し
ま
わ
れ
た
の
で
、
今
で
は
特
に
参
上
す
る
人
も
い
な
い
。
だ
れ
も
参
上
し
な
い
の
で
、
院
の
御
様
子
も
し
ま
り
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
、（
ま
た
）
若
く
て
は
た
ら
き
盛
り
だ
っ
た
女
房
た
ち
も
だ
ん
だ
ん
年
を
と
り
お
そ
ば
に
い
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
か
ら
だ
ろ
う
、
心
ひ
か
れ
る
気
持
ち
が
な
く
な
っ
て
し
ま
い
、
参
上
す
る
人
も
い
な
く
な
っ
て
い
た
が
、
後
一
条
天
皇
の
御
代
の
こ
と
、
雲
林
院
の
不
断
の
念
仏
は
九
月
十
日
の
頃
な
の
で
、
殿
上
人
四
、
五
人
ほ
ど
が
、
そ
の
念
仏
の
最
後
の
夜
の
月
が
な
ん
と
も
い
え
ず
明
る
い
時
に
、「
念
仏
を
お
が
う
し
み
に
参
ろ
う
」
と
言
っ
て
雲
林
院
に
行
き
、
丑
の
時
刻
ご
ろ
に
帰
る
際
、
斎
院
の
東
側
の
門
が
細
目
に
あ
い
て
お
り
、
そ
の
頃
の
殿
上
人
や
蔵
人
は
、
斎
院
の
中
も
は
っ
き
り
と
見
た
こ
と
は
な
く
知
ら
な
い
の
で
、「
こ
の
よ
う
な
機
会
に
、
斎
院
の
中
を
こ
っ
そ
り
見
て
い
こ
う
」
と
言
っ
て
、
中
に
入
っ
た
。
語
釈
・
語
法
【
七
丁
オ
】
（
く
）
●
４
め
で
た
く
、
心
に
く
ゝ
、
を
か
し
く
お
は
し
ま
せ
ば
、
大
斎
院
に
対
す
る
賞
賛
・
憧
れ
・
評
価
す
る
気
持
ち
を
い
う
。「
め
で
た
し
」「
を
か
し
」
は
、
既
出
（「
全
注
釈
其
の
一
」
Ｐ
１３
・
１５
）。「
心
に
く
し
」
は
、
心
ひ
か
れ
奥
ゆ
か
し
い
の
意
。
本
話
に
は
、「
め
で
た
し
」
七
例
・「
心
に
く
し
」
四
例
（
七
オ
４
・
七
オ
７
・
七
ウ
３
・
一
一
オ
２
）・「
を
か
し
」
四
例
使
用
さ
れ
て
い
る
。「
を
か
し
」
の
一
例
（
九
ウ
９
）
以
外
は
、
い
ず
れ
も
、
大
斎
院
と
い
う
人
物
も
し
く
は
斎
院
御
所
に
関
す
る
事
柄
に
つ
い
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
後
、
「
〜
ば
」
の
形
の
接
続
語
が
三
つ
続
い
て
（「
〜
ま
い
り
た
ま
へ
ば
」、「
〜
あ
り
け
れ
ば
」）、
文
の
つ
な
が
り
が
や
や
曖
昧
に
な
っ
て
い
る
が
、
次
々
と
下
に
か
か
っ
て
ゆ
く
形
と
み
て
よ
い
。
次
の
一
文
（
七
オ
１０
「
人
も
」
〜
八
オ
１
「
い
り
ぬ
」）
も
、
接
続
助
詞
「
ば
」
が
四
つ
続
く
長
文
に
な
っ
て
い
る
。
（
か
む
だ
ち
め
）
（
て
ん
じ
ょ
う
び
と
）
●
４
上
達
部
・
殿
上
人
、
「
上
達
部
」
は
、
摂
政
・
関
白
以
下
、
参
議
お
よ
び
三
位
以
上
の
上
級
官
人
の
総
称
。「
殿
上
人
」
は
、
清
涼
殿
の
殿
上
の
間
に
昇
る
こ
と
を
許
さ
れ
た
人
。
平
安
中
期
頃
よ
り
、
上
達
部
に
次
ぐ
身
分
を
表
わ
す
称
と
な
っ
た
。「
上
達
部
」
の
用
例
は
四
例
、
そ
の
う
ち
仮
名
書
き
用
例
は
二
例
、
い
ず
れ
も
「
か
む
た
ち
め
」（
四
一
ウ
８
・
一
三
四
オ
８
）
で
あ
る
。「
殿
上
人
」
の
用
例
は
七
例
。
仮
名
書
き
用
例
無
し
。
た
【
ゐ
】
た
ま
と
●
５
絶
え
ず
ま
い
り
給
へ
ば
、
た
ゆ
み
な
く
、
う
ち
解
け
ず
の
み
あ
り
け
れ
ば
、
「
絶
え
ず
」
は
、
本
用
例
の
み
。「
ま
い
り
」
は
仮
名
違
い
、
既
出
（
「
全
注
釈
其
の
一
」
Ｐ
１１
）
。「
た
ゆ
み
な
く
」
は
本
用
例
の
他
に
本
話
に
一
例
（
一
一
オ
４
）、「
う
ち
解
け
ず
」
は
本
用
例
の
他
に
四
例
（
七
ウ
１
・
四
〇
ウ
９
・
四
一
オ
８
・
四
二
ウ
８
）
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
斎
院
御
所
が
不
意
の
訪
問
客
に
備
え
て
、
絶
え
ず
気
を
張
り
つ
め
て
い
る
様
子
を
表
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
副
助
詞
「
の
み
」
を
用
い
る
こ
と
に
よ
り
、
緊
張
に
満
ち
た
様
子
を
強
調
し
て
い
る
。さい
●
６
「
斎
院
ば
か
り
の
と
こ
ろ
は
な
し
」
斎
院
ほ
ど
す
ば
ら
し
い
と
こ
ろ
は
な
い
。『
全

解
』『
全
訳
注
』で
は
、「
斎
院
の
御
所
ほ
ど
に
ぎ
わ
い
、
華
や
か
な
と
こ
ろ
は
な
い
。」
と
す
る
。『
今
昔
』（
大
系
四
・
Ｐ
９７
）
の
頭
注
も
「
上
句
及
び
次
段
冒
頭
の
文
の
末
と
を
併
せ
考
え
る
と
、
こ
の
斎
院
ほ
ど
多
忙
な
、
人
の
出
入
の
は
げ
し
い
所
は
他
に
無
い
も
の
だ
、
の
意
と
取
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。」
と
す
る
。
し
か
し
、『
今
昔
』
に
は
、『
古
本
』
の
次
の
よ
「
世
に
は
づ
か
し
く
心
に
く
き
事
」
の
部
分
が
な
く
、「
世
ノ
人
皆
云
ヒ
ケ
ル
」
と
あ
る
。
よ
っ
て
、『
全
書
』
の
「
斎
院
ほ
ど
す
ば
ら
し
い
雰
囲
気
の
所
は
な
い
。」、『
新
大
系
』
の
椎葉・安倍・川浪・中村・福田・山口・『古本説話集 全注釈』大齋院事（第一）
其の二（六丁オ７～九丁ウ１）
―３７８―
（
九
）
「
斎
院
ほ
ど
す
ば
ら
し
い
と
こ
ろ
は
な
い
。」
の
解
釈
を
取
る
。
清
少
納
言
は
、
理
想
的
な
宮
仕
え
先
と
し
て
「
宮
仕
所
は
、
内
裏
、
后
宮
、
そ
の
御
腹
の
一
品
の
宮
な
ど
申
し
た
る
。」（
新
大
系
『
枕
草
子
』
一
本
二
五
段
・
Ｐ
３４４
）
と
、
后
腹
の
一
品
宮
で
あ
る
大
斎
院
の
御
所
を
挙
げ
て
い
る
。
な
お
、
副
助
詞
「
ば
か
り
」
は
、
程
度
・
範
囲
を
表
し
、
こ
こ
で
は
「
ほ
ど
」
の
意
。
よ
●
７
世
に
は
づ
か
し
く
心
に
く
き
事
に
申
つ
ゝ
、
主
語
は
、
上
達
部
・
殿
上
人
。
前
述
同
様
、
斎
院
御
所
の
素
晴
ら
し
さ
を
述
べ
る
。「
世
に
」
は
、
非
常
に
、
た
い
そ
う
の
意
。
な
お
、
本
集
用
例
は
他
に
三
例
（
八
二
ウ
７
・
八
三
オ
３
・
八
四
ウ
８
）
あ
る
。
修
飾
し
て
い
る
語
は
、
形
容
詞
三
例
・
形
容
動
詞
一
例
で
あ
る
。「
は
づ
か
し
」
は
、
こ
ち
ら
が
気
後
れ
す
る
ほ
ど
立
派
な
さ
ま
。
本
集
用
例
は
、
他
に
二
例
（
四
二
ウ
９
・
一
二
四
ウ
２
）
あ
る
。
「
心
に
く
し
」
は
既
出
（
七
オ
４
）。
【
ゐ
】
●
８
ま
い
り
あ
ひ
た
り
け
る
に
、
「
ま
い
り
あ
ふ
」
は
、
高
貴
な
場
所
で
の
会
合
に
参
加
す
る
こ
と
。
こ
こ
で
は
、
斎
院
御
所
の
す
ば
ら
し
い
雰
囲
気
に
ひ
か
れ
る
上
達
部
・
殿
上
人
た
ち
が
集
ま
り
、
様
々
な
出
会
い
が
あ
る
こ
と
を
指
す
。
本
集
に
は
、
本
用
例
の
み
。
す
ゑ
●
８
世
も
む
げ
に
末
に
な
り
『
全

解
』『
全
訳
注
』
は
、「
平
安
時
代
は
下
る
に
つ
れ
て
世
の
中
が
衰
え
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
背
景
と
し
て
仏
教
の
末
法
観
（
平
安
時
代
中
期
以
後
仏
法
が
衰
え
る
と
い
う
考
え
方
）
が
支
配
し
て
い
た
こ
と
は
充
分
考
え
ら
れ
る
。」
と
し
、『
全
書
』
は
「
天
暦
の
御
代
か
ら
み
れ
ば
寛
弘
を
す
ぎ
た
こ
ろ
は
、
末
世
と
觀
ぜ
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。」
と
注
す
る
。
前
田
雅
之
氏
は
、
「
世
の
末
」
に
つ
い
て
『
今
昔
』
の
中
で
、
「
仏
法
の
霊
験
の
強
調
の
際
用
い
ら
れ
る
一
種
の
慣
用
句
で
あ
っ
て
、
末
法
意
識
に
対
す
る
深
刻
な
危
機
感
か
ら
表
出
さ
れ
る
言
葉
と
は
見
做
し
難
い
。」（『
今
昔
物
語
集
の
世
界
構
想
』
Ｐ
１３４
・
笠
間
書
院
・
一
九
九
九
年
）
と
す
る
。
こ
こ
で
は
、
仏
教
的
な
末
法
思
想
を
述
べ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
後
一
条
天
皇
の
も
と
、
道
長
が
栄
華
を
極
め
、
選
子
が
「
斎
院
ば
か
り
の
と
こ
ろ
は
な
し
」
と
言
わ
れ
て
い
た
時
代
か
ら
遠
く
隔
た
っ
て
し
ま
っ
た
、
と
い
う
意
に
と
る
。
本
集
で
は
、「
末
」（
本
用
例
）、「
世
の
末
」（
六
五
オ
９
）、「
末
の
世
」（
三
六
オ
６
）、
「
行
く
末
」（
三
九
ウ
２
）、
各
一
例
が
あ
る
。
そ
の
う
ち
仏
法
の
霊
験
に
関
係
す
る
と
考
本
え
ら
れ
る
の
は
、「
よ
の
す
ゑ
に
な
り
た
れ
と
も
、
□
は
こ
と
ま
こ
と
な
れ
は
、
か
く
あ
ら
た
に
し
る
し
は
あ
る
物
也
け
り
」（
六
五
オ
９
）。「
む
げ
に
」
は
「
ま
っ
た
く
、
す
っ
か
り
、
完
全
に
」
の
意
。『
字
類
抄
（
黒
川
本
）』
に
「
無
気
ム
ゲ
ナ
リ
無
下
同
」
と
あ
る
。
本
集
用
例
は
、
他
に
六
例
（
二
一
オ
８
・
三
二
オ
３
・
七
〇
オ
１０
・
七
三
オ
４
・
八
二
オ
５
・
八
二
オ
７
）
あ
る
。
（
お
い
）
た
ま
●
９
い
た
く
老
さ
せ
給
ひ
た
れ
ば
本
集
の
後
の
記
述
に
、「
さ
て
そ
の
と
し
の
ふ
ゆ
、
を
り
さ
せ
給
て
」（
一
〇
ウ
７
）
と
あ
る
。
選
子
が
退
下
し
た
の
は
、
長
元
四
（
一
〇
三
一
）
年
で
あ
る
の
で
、
選
子
は
六
十
八
歳
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
本
集
の
表
現
は
、『
今
昔
』
「
宮
ノ
御
年
モ
老
ニ
臨
マ
セ
給
ヒ
ニ
タ
レ
バ
」
に
比
し
て
、
老
い
を
強
く
感
じ
さ
せ
る
表
現
で
あ
る
。
そ
の
後
の
出
家
と
、
よ
り
は
か
な
い
晩
年
を
連
想
さ
せ
、
意
図
的
に
改
変
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
本
集
に
お
け
る
「
老
ゆ
」
の
用
例
は
、
本
用
例
の
他
に
七
例
（
七
ウ
２
・
三
九
オ
５
・
三
九
オ
７
・
三
九
ウ
３
・
四
〇
ウ
８
・
五
五
オ
４
・
一
二
七
オ
１０
）
、
他
に
名
詞「
老
い
」一
例（
五
八
オ
１
）
、
計
八
例
で
あ
る
。
仮
名
遣
い
は
、「
老
」
二
例
、「
お
い
」
一
例
、「
お
ひ
」
三
例
、「
を
ひ
」
二
例
で
あ
る
。『
今
昔
』
に
は
仮
名
書
き
例
が
十
一
例
見
ら
れ
、「
老
ヒ
」
七
例
、「
於
比
」
一
例
、「
オ
ヒ
」
一
例
、「
オ
イ
」
二
例
で
あ
る
。『
名
義
抄
（
観
智
院
本
）』
に
「
オ
ユ
」「
耄
オ
ユ
」、『
字
類
抄
』（
二
巻
本
）
に
オ
フ
ヲ
ヒ
タ
リ
「
老
」「
老
」、『
色
葉
字
類
抄
』（
黒
川
本
）
に
「
老
オ
フ
」「
オ
イ
タ
リ
」
が
見
ら
れ
る
。「
老
ゆ
」
は
一
般
的
に
は
ヤ
行
上
二
段
活
用
と
し
て
用
い
ら
れ
る
が
、
本
集
で
は
「
お
ゆ
」
「
お
ふ
」「
を
ふ
」
が
混
在
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
【
七
丁
ウ
】
（
あ
り
）
さ
ま
●
１
院
の
御
有
様
も
う
ち
と
け
に
た
ら
ん
、
「
打
ち
解
く
」
は
、
規
律
が
緩
ん
で
い
る
様
子
を
表
す
。『
今
昔
』
で
は
「
打
チ
不
解
ズ
」
に
な
っ
て
い
る
。『
今
昔
』（
大
系
四
・
Ｐ
９７
）
の
頭
注
六
に
は
、「
九
行
の
同
語
（
打
チ
不
解
ズ
シ
テ
ノ
ミ
ア
レ
バ
―
筆
者
注
）
は
繁
忙
の
余
り
く
つ
ろ
ぐ
暇
が
無
か
っ
た
こ
と
を
記
し
、

（
打
チ
不
解
ズ
―
筆
者
注
）
で
は
徒
然
の
余
り
真
の
意
味
の
心
の
平
静
を
欠
い
た
こ
と
を
叙
し
、
時
勢
・
環
境
の
推
移
に
不
拘
落
ち
（
一
〇
）
純 心 人 文 研 究 第２４号 ２０１８
―３７７―
着
く
こ
と
の
無
か
っ
た
心
理
状
態
を
皮
肉
な
筆
で
叙
述
し
て
い
る
こ
と
に
注
意
。」
と
あ
る
。わか
さ
か
（
び
と
）
●
２
若
く
盛
り
な
り
し
人


も
院
に
仕
え
て
い
た
人
々
、
つ
ま
り
女
房
を
指
す
。「
盛
り
」
の
字
は
、『
字
類
抄
』「
盛
サ
カ
リ
サ
カ
リ
ナ
リ
」（
三
巻
本
・
黒
川
本
）
に
よ
っ
て
あ
て
た
。
（
お
い
）
う
●
２
老
失
せ
も
て
い
ぬ
ら
ん
「
も
て
い
ぬ
」
は
、
本
集
で
は
本
用
例
の
み
。「
も
て
い
く
（
も
て
ゆ
く
）」
の
「
他
の
動
詞
の
連
用
形
に
つ
い
て
、
し
だ
い
に
…
…
し
て
い
く
、
だ
ん
だ
ん
…
…
に
な
る
」
の
意
と
同
じ
用
法
と
考
え
る
。
管
見
の
限
り
に
お
い
て
、
他
文
献
に
こ
の
よ
う
な
「
も
て
い
ぬ
」
の
用
例
を
見
出
し
得
な
い
。
●
３
心
に
く
か
ら
で
既
出
（
七
オ
４
）。『
今
昔
』
は
「
心
ガ
リ
テ
」
と
す
る
。『
今
昔
』
（
大
系
四
・
Ｐ
９７
）
の
頭
注
七
に
は
「
興
趣
、
風
流
の
遊
び
を
期
待
し
て
。
意
訳
す
れ
ば
、
魅
力
を
感
じ
て
、
も
し
く
は
惹
き
つ
け
ら
れ
て
。」
と
あ
る
。『
総
索
引
』
は
「
今
昔
『
心
ガ
リ
テ
』
は
『
参
ル
』
に
直
ち
に
付
く
の
で
あ
ろ
う
。
本
集
『
心
に
く
か
ら
で
』
は
『
な
き
に
』
に
続
く
。」
と
指
摘
す
る
。
こ
こ
で
は
「
院
の
御
有
さ
ま
も
う
ち
と
け
に
た
ら
ん
」
と
「
わ
か
く
さ
か
り
な
り
し
人


も
み
な
老
う
せ
も
て
い
ぬ
ら
ん
」
を
対
句
と
と
り
、
と
も
に
「
心
に
く
か
ら
で
、
ま
い
る
人
も
な
き
に
」
に
続
く
と
考
え
る
。
（
ご
い
ち
で
う
ゐ
ん
の
）
と
き
●
３
後
一
条
院
御
時
に
、
「
後
一
条
院
」
は
、
既
出
（
六
オ
７
）。『
今
昔
』「
後
ノ
一
条
ノ
院
ノ
天
皇
ノ
御
代
ノ
末
ノ
程
ニ
」、
本
集
「
三
條
院
の
御
と
き
の
き
さ
き
」（
二
一
ウ
８
）、
「
ふ
ひ
と
の
お
と
ゞ
の
御
と
き
に
」
（
六
二
オ
８
）
の
例
に
よ
り
、「
後
一
条
院
の
御
と
き
」
と
よ
む
。
時
代
指
定
を
『
今
昔
』
の
よ
う
に
「
〜
御
代
ノ
末
ノ
程
ニ
」
と
し
な
か
っ
た
の
は
、
七
丁
オ
８
「
世
も
む
げ
に
す
ゑ
に
な
り
」
と
照
応
し
た
編
著
者
の
意
識
的
改
変
と
み
る
。（う
り
ん
ゐ
ん
の
）
●
４
雲
林
院
『
今
昔
』
の
「
西
ノ
雲
林
院
ノ
不
断
ノ
念
仏
ハ
」、『
無
名
草
子
』
の
「
雲
林
院
の
ふ
だ
む
の
念
佛
」
（
『
無
名
草
子
注
釈
と
資
料
』
Ｐ
１１１
・
『
無
名
草
子
』
輪
読
会
・
和
泉
書
院
・
二
〇
〇
四
年
）
に
よ
り
、「
雲
林
院
の
不
断
の
念
佛
」
と
よ
む
。「
雲
林
院
」
は
、
京
都
市
北
区
紫
野
に
あ
っ
た
天
台
宗
の
寺
院
。
も
と
淳
和
天
皇
（
七
八
六
〜
八
四
〇
）
の
離
宮
「
紫
野
院
」
で
、
の
ち
に
雲
林
院
と
改
称
し
、
そ
の
後
、
淳
和
天
皇
の
甥
の
僧
正
遍
昭
（
八
一
六
〜
八
九
〇
）
が
賜
わ
る
。
元
慶
八
（
八
八
四
）
年
に
、
元
慶
寺
の
別
院
と
な
る
。『
古
今
集
』
『
源
氏
物
語
』『
枕
草
子
』
な
ど
平
安
文
学
に
も
な
じ
み
の
深
い
寺
で
、『
大
鏡
』
の
語
り
の
舞
台
で
も
あ
る
。
距
離
的
に
「
斎
院
」
に
も
近
く
、「
雲
林
院
」
に
出
か
け
た
人
物
と
「
斎
院
」
女
房
と
の
間
の
贈
答
歌
も
み
ら
れ
る
。
→
補
説
４
（
ふ
だ
ん
）
（
ね
ぶ
つ
）
●
４
不
断
の
念
佛
は
「
念
佛
」
は
「
ね
ふ
つ
申
こ
と
か
き
り
な
し
。」（
一
三
六
オ
３
）
の
表
記
に
よ
り
「
ね
ぶ
つ
」
と
よ
む
。
本
集
用
例
は
、
他
に
二
例
（
七
ウ
６
・
七
五
ウ
５
）
あ
る
。「
不
断
念
仏
」
は
、
極
楽
往
生
を
願
っ
て
、
決
ま
っ
た
日
時
に
昼
夜
間
断
な
く
念
仏
を
唱
え
る
こ
と
。
常
行
三
昧
に
基
づ
き
比
叡
山
に
は
じ
ま
る
。
古
く
は
七
日
と
定
め
る
が
、
ほ
ぼ
三
日
に
わ
た
る
の
が
恒
例
。
常
念
仏
と
も
い
う
。
●
４
九
月
十
日
の
ほ
ど
な
れ
ば
、
『
今
昔
』
は
「
九
月
ノ
中
ノ
十
日
ノ
程
ノ
事
ナ
レ
バ
」
と
あ
り
、「
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
」
の
口
語
訳
で
は
、「
九
月
二
十
日
ご
ろ
で
」（『
今
昔
物
語
集
２
』・
Ｐ
５１０
・
馬
淵
和
夫
他
校
注
訳
・
小
学
館
・
二
〇
〇
〇
年
）
と
す
る
。「
中
の
十
日
」
に
は
、「
中
旬
」
の
意
味
も
あ
る
の
で
、
こ
れ
に
従
え
ば
、「
九
月
十
日
の
ほ
ど
」
と
「
九
月
ノ
中
ノ
十
日
ノ
程
」
と
の
時
期
は
か
わ
ら
な
い
。「
九
月
」
の
本
集
用
例
は
、
他
に
三
例
（
二
六
オ
５
・
二
六
オ
８
・
四
九
ウ
５
）
あ
り
、
い
ず
れ
も
漢
字
表
記
。「
な
か
つ
き
」
と
仮
名
書
き
す
る
例
は
、
和
歌
用
例
一
例
（
二
六
オ
８
）
の
み
。
こ
こ
で
は
、「
ク
ガ
ツ
ト
オ
カ
」
と
音
読
す
る
。
●
６
え
も
い
は
ず
な
ん
と
も
言
い
よ
う
が
な
い
。
言
う
に
言
わ
れ
な
い
。
『
今
昔
』
は
「
艶
ズ
」。『
今
昔
』
の
補
注
四
七
九
（
大
系
一
・
Ｐ
４８４
）
に
詳
し
い
。
本
集
用
例
は
、
他
に
十
九
例
。あか
●
６
明
き
に
、
本
集
用
例
は
、
他
に
八
例
（
九
ウ
３
・
一
〇
オ
３
・
三
四
オ
２
・
三
八
ウ
１０
・
四
四
ウ
６
・
四
九
ウ
６
・
五
八
ウ
４
・
一
二
八
オ
１０
）。
●
６
「
念
佛
に
あ
ひ
に
」
と
て
「
殿
上
人
四
五
人
ば
か
り
」
の
心
中
語
で
あ
る
。
『
今
昔
』
は
「
念
佛
ヲ
礼
ム
ガ
爲
ニ
」
と
地
の
文
で
あ
る
。
ひ
む
が
し
み
か
ど
●
８
斎
院
の
東
の
御
門
の
、
「
ひ
む
が
し
」
の
表
記
に
つ
い
て
は
、「
む
」
と
「
ん
」
を
混
用
し
て
用
い
て
い
る
。「
ひ
む
が
し
」
が
本
例
の
他
に
四
例
（
八
オ
２
・
八
オ
２
・
五
六
ウ
椎葉・安倍・川浪・中村・福田・山口・『古本説話集 全注釈』大齋院事（第一）
其の二（六丁オ７～九丁ウ１）
―３７６―
（
一
一
）
４
・
六
九
オ
７
）、「
ひ
ん
が
し
」
七
例
（
四
〇
オ
１
・
六
二
ウ
９
・
六
三
オ
１
・
六
七
オ
１
・
六
九
オ
２
・
六
九
オ
７
・
六
九
オ
９
）。「
み
か
ど
」
の
仮
名
書
き
例
は
本
用
例
の
み
。「
門
」
の
仮
名
書
き
例
が
他
に
一
例
あ
る
。「
し
せ
ん
の
き
た
の
か
た
の
御
か
と
」（
六
九
ウ
３
）。『
無
名
草
子
』
に
も
「
本
院
の
み
か
ど
」（『
無
名
草
子
注
釈
と
資
料
』
Ｐ
１１１
）
と
あ
る
。『
今
昔
』
は
「
門
」
と
す
る
。
（
う
ち
）
（
ば
か
）
み
し
●
９
そ
の
こ
ろ
の
殿
上
人
・
蔵
人
は
、
斎
院
の
中
も
は
か


し
く
見
ず
、
知
ら
ね
ば
、
こ
の
部
分
は
、
注
釈
的
に
挿
入
し
た
も
の
。「
そ
の
こ
ろ
」
は
、『
今
昔
』
で
は
「
近
来
」
と
す
る
。『
源
氏
物
語
』
橋
姫
巻
「
そ
の
こ
ろ
、
世
に
か
ず
ま
へ
ら
れ
た
ま
は
ぬ
ふ
る
宮
お
は
し
け
り
。」（
大
系
四
・
Ｐ
２９７
）
の
頭
注
に
「
匂
宮
・
紅
梅
・
竹
河
の
巻
時
代
で
、
都
に
は
、
匂
宮
・
薫
・
玉
鬘
の
娘
達
に
関
す
る
色
々
の
問
題
の
あ
っ
た
頃
。」
と
あ
り
、
補
注
に
は
、「〔
匂
宮
巻
〕・〔
紅
梅
巻
〕・〔
竹
河
巻
〕
な
ど
の
記
事
を
概
略
的
に
「
そ
の
頃
」
と
言
っ
た
。
こ
れ
は
局
面
を
一
転
さ
せ
る
時
の
手
法
で
あ
る
。」（
Ｐ
５０２
）
と
あ
る
。
本
用
例
も
、
挿
入
句
で
は
あ
る
が
、
局
面
を
一
転
さ
せ
て
い
る
。
本
集
で
は
、「
そ
の
こ
ろ
」
五
例
（
七
ウ
９
・
三
六
ウ
７
・
三
九
オ
５
・
四
五
オ
３
・
一
一
九
オ
７
）、「
こ
の
ご
ろ
」
一
例
（
五
二
ウ
７
）
で
あ
る
。「
蔵
人
」
は
、
蔵
人
所
の
役
人
、
六
位
で
も
昇
殿
が
許
さ
れ
て
い
た
。
本
集
用
例
は
他
に
三
例（
二
四
ウ
７
・
一
一
九
ウ
６
・
一
二
〇
オ
６
）
、
一
例（
一
一
九
ウ
６「
く
ら
人
」）
を
除
い
て
、
漢
字
表
記
。「
は
か


し
」
は
、
姿
や
形
が
、
は
っ
き
り
し
て
い
る
こ
と
。
本
集
で
は
、
九
例
（
七
ウ
１０
・
一
一
ウ
８
・
一
二
オ
１
・
一
二
オ
４
・
四
五
オ
２
・
五
八
オ
４
・
七
六
オ
９
・
一
二
九
ウ
１
・
一
三
七
ウ
１
）
あ
る
。
（
う
ち
）
●
９
斎
院
の
中
も
「
中
」
は
、『
名
義
抄
（
観
智
院
本
）』
に
よ
る
と
、「
う
ち
」
に
も
「
な
か
」
に
も
よ
む
。
本
集
の
「
う
ち
」
の
仮
名
書
き
用
例
は
、
二
十
二
例
。
内
訳
は
、
建
物
や
部
屋
の
中
（
院
・
家
・
殿
・
阿
弥
陀
堂
・
寺
・
房
・
宮
３
・
蔵
・
牛
屋
）
十
一
例
、
境
の
中
側
（
連
子
・
箱
・
中
門
の
脇
・
四
五
町
・
犬
防
ぎ
・
国
）
六
例
、
・
内
裏
五
例
で
あ
る
。
本
集
の「
う
ち
」
の
用
例
は
、
す
べ
て
空
間
的
に
あ
る
境
界
線
に
区
切
ら
れ
た
内
側
全
体
の
意
を
表
す
。「
な
か
」
の
仮
名
書
き
用
例
は
八
例
。
七
例
は
、「
う
た
よ
む
と
も
か
ら
の
す
く
れ
た
ら
ん
な
か
に
、
は
か


し
か
ら
ぬ
う
た
か
ゝ
れ
た
ら
む
」（
一
二
オ
４
）
の
よ
う
に
、
同
類
の
も
の
が
数
多
く
あ
る
場
合
に
、
そ
の
な
か
の
一
つ
を
特
に
と
り
あ
げ
て
示
し
て
い
る
。
残
り
一
例
は
、「
て
ゝ
も
は
ゝ
も
、
た
ゝ
ふ
た
り
の
な
か
に
ふ
せ
て
、
を
し
ふ
る
こ
と
を
の
み
な
む
、
し
給
け
る
」（
四
〇
ウ
６
）
と
、
二
人
に
挟
ま
れ
て
い
る
空
間
を
指
す
。
よ
っ
て
、
こ
こ
は
斎
院
と
い
う
空
間
に
区
切
ら
れ
た
場
所
で
あ
る
の
で
、「
う
ち
」
と
よ
む
。
ち
な
み
に
、『
今
昔
』
も
「
斉
院
ノ
内
ヲ
」
と
あ
る
。
・『
名
義
抄
（
観
智
院
本
）』（
仏
上
上
四
十
三
オ
６
）
（
か
）
み
●
１０
「
か
ゝ
る
つ
い
で
に
院
の
う
ち
み
そ
か
に
見
む
」
「
み
そ
か
に
」
は
、『
今
昔
』
で
は
、「
窃
（
ひ
そ
か
）
ニ
」（
新
大
系
）・「
竊
（
ひ
そ
か
）
ニ
」（
大
系
）
と
な
っ
て
い
る
。『
字
類
抄
』
に
は
、「
ひ
そ
か
に
」
の
よ
み
の
記
載
は
あ
る
が
、「
み
そ
か
に
」
は
な
い
。『
名
義
抄
（
観
智
院
本
）』
は
、「
ヒ
ソ
カ
ニ
」
と
「
ミ
ソ
カ
ヌ
ス
ヒ
ト
」
両
方
の
よ
み
が
あ
る
。
な
お
、『
日
国
』「
み
そ
か
」
の
補
注
に
は
、「
漢
文
訓
読
文
に
用
い
ら
れ
る
『
ひ
そ
か
』
に
対
し
て
和
文
脈
に
用
い
ら
れ
た
。」
と
あ
る
。
本
集
に
は
、
第
一
話
の
み
二
例
（
八
オ
１
・
八
オ
４
）、
第
十
七
話
に
は
、「
み
そ
か
を
と
こ
」
一
例
（
二
七
ウ
９
）
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
・『
名
義
抄
（
観
智
院
本
）』（
僧
中
八
ウ
７
）
（
僧
中
八
ウ
８
）
其
の
ニ

（
八
丁
オ
１
〜
九
丁
ウ
１
）
【
八
丁
オ
】
（
一
九
頁
）
１
夜
の
ふ
け
に
夜
深
更
（
一
二
）
純 心 人 文 研 究 第２４号 ２０１８
―３７５―
ひ
む
が
し
へ
い
と
２
た
れ
ば
、
ひ
と
か
げ
も
せ
ず
。
東
の
塀
の
戸
よ
り
ヌ
レ
バ
、
人
影
モ
不
為
ズ
。
東
ノ

ノ
戸
ヨ
リ
い
ひ
む
が
し
た
い
き
た
を【
お
】も
て
（ゝ
の
）き
３
入
り
て
、
東
の
対
の
北
面
の
軒
に
、
入
テ
、
東
ノ
対
ノ
北
面
ノ
檐
ニ
ゐ
み
せ
む
ざ
い
４
み
そ
か
に
居
て
見
れ
ば
、
御
前
の
前
栽
、
心
に
ま
蜜
ニ
居
テ
見
レ
バ
、
御
前
ノ
前
栽
心
ニ
任
た
か
お
【
ひ
】
５
か
せ
て
高
く
生
い
し
げ
り
た
り
。
「
つ
く
ろ
ふ
人
も
セ
テ
高
ク
生
ジ
繁
タ
リ
。「
䤤
ノ
人
モ
み
て
６
な
き
に
や
」
と
、
あ
は
れ
に
見
ゆ
。
露
は
月
の
光
に
照
ら
無
ニ
ヤ
有
ラ
ム
」
ト
哀
レ
ニ
見
ユ
。
露
ハ
月
ノ
光
ニ
被
照
む
し
こ
ゑ
（
ご
ゑ
）
（
ざ
ま
）
７
さ
れ
て
き
ら
め
き
わ
た
り
、
虫
の
声


さ
ま


テ
キ
渡
タ
リ
、
虫
ノ
音
ハ
様
き
や
り
み
づ
を【
お
】と
な
が
８
に
聞
こ
ゆ
。
遣
水
の
音
、
の
ど
や
か
に
流
れ
た
り
。
ニ
聞
ユ
。
遣
水
ノ
音
ヤ
カ
ニ
流
レ
タ
リ
。
（
つ
ゆ
）を【
お
】と
ひ
と
ふ
な
を
か
９
そ
の
ほ
ど
、
露
音
す
る
人
な
し
。
船
岡
の
お
ろ
其
ノ
程
、
露
人
音
無
シ
。
船
岳
下
か
ぜ
ひ
（
や
）
ふ
み
す
１０
し
の
風
、
冷
や
ゝ
か
に
吹
き
た
れ
ば
、
御
前
の
御

の
ノ
風
氷
ヤ
カ
ニ
吹
タ
レ
バ
、
御
前
ヘ
ノ
御

【
八
丁
ウ
】
（
二
〇
頁
）
す
こ
ゆ
た
き
（
も
の
）（
の
）
か
１
少
し
う
ち
揺
る
ぐ
に
つ
け
て
、
薫
物
ゝ
香
の
、
え
少
シ
打
チ
動
ニ
付
テ
、
薫
ノ
香
か
う
ひ
（
や
）
（ゝ
に
）ほ
か
２
も
い
は
ず
香
ば
し
く
、
冷
や
ゝ
か
に
匂
ひ
い
で
た
る
香
を
艶
ズ
馥
ク
氷
ヤ
カ
ニ
匂
ヒ
出
タ
ル
ヲ
み
か
う
し
お
た
き
（
も
の
）（
の
）
に
ほ
３
か
ぐ
に
、
御
格
子
は
下
ろ
さ
れ
た
ら
ん
に
、
薫
物
ゝ
匂
聞
グ
ニ
、
御
隔
子
ハ
被
下
タ
ラ
ム
ニ
、
此
ク
薫
ノ
匂
お
も
４
ひ
の
は
な
や
か
な
れ
ば
、
「
い
か
な
る
に
か
あ
ら
む
」
と
思
ひ
て
、
ノ
花
ヤ
カ
ニ
聞
ユ
レ
バ
、「
何
ナ
ル
ニ
カ
有
ラ
ム
」
ト
思
テ
み
か
ぜ
ふ
（
み
）
き
ち
や
う
す
こ
５
見
や
れ
ば
、
風
に
吹
か
れ
て
、
御
几
帳
少
し
見
遣
バ
、
風
ニ
被
吹
レ
テ
、
御
几
帳
ノ
裾
ソ
少
シ
み
か
う
し
お
６
見
ゆ
。
御
格
子
も
い
ま
だ
下
ろ
さ
れ
ぬ
な
り
け
り
。
見
ユ
。
早
ウ
御
隔
子
モ
不
被
下
デ
有
ケ
ル
也
ケ
リ
。
ら
む
（
ま
）
７
「
月
御
覧
ず
と
て
、
お
は
し
ま
し
け
る
ま
ゝ
に
や
」
「
月
ナ
ド
御
覧
ズ
ト
テ
不
被
下
ザ
リ
ケ
ル
ニ
ヤ
有
ラ
ム
」
お
も
お
く
ふ
か
さ
う
の
こ
と
ひ
や
う
で
う
８
と
思
ふ
ほ
ど
に
、
奥
深
き
箏
の
平
調
ト
思
フ
程
ニ
、
奥
深
カ
ニ
箏
ノ
音
少
許
聞
ユ
。
律
ニ
被
立
テ
平
調
し
ら
こ
ゑ
き
９
に
調
め
ら
れ
た
る
音
の
、
ほ
の
か
に
聞
こ
ゆ
る
ノ
音
ナ
リ
。
髴
ニ
聞
ケ
バ
、
掻
合
セ
、
楽
一
ツ
許
有
リ
。
此
レ
ヲ
聞
ク
（
か
）
よ
１０
に
、
「
さ
は
、
か
ゝ
る
事
も
世
に
は
あ
る
な
り
け
り
」
と
、
あ
さ
ま
ニ
、
微
妙
キ
事
無
限
シ
。
【
九
丁
オ
】
（
二
一
頁
）
し
ら
を【
お
】と
１
し
く
お
ぼ
ゆ
。
よ
き
ほ
ど
に
調
め
ら
れ
て
、
音
も
せ
箏
ノ
音
不
為
ズ
い
ま
う
ち
か
へ
【
ゐ
】
２
ず
な
り
ぬ
れ
ば
、
「
今
は
内
裏
へ
帰
り
ま
い
り
な
ん
」
と
思
ふ
ほ
ど
成
ヌ
レ
バ
、「
今
ハ
内
ニ
返
リ
参
ナ
ム
」
ト
為
ル
程
（
び
と
）
い
（
や
う
）
【
を
】
さ
ま
３
に
、
人


の
言
ふ
様
、
「
か
く
お
か
し
く
、
め
で
た
き
御
有
様
ニ
、
一
人
ノ
云
ク
、「
此
ク
微
妙
ノ
可
咲
キ
御
有
様
ひ
と
き
（
き
）
お
ぼ
め
れ
う
し
４
を
、
『
人
聞
ゝ
け
り
』
と
思
し
召
さ
れ
ん
料
に
、
知
ら
ヲ
人
モ
聞
ケ
リ
ト
思
シ
食
サ
ム
ニ
、「
女
房
ニ
令
知
い
し
む
５
れ
ば
や
」
な
ど
言
へ
ば
、
「
げ
に
さ
も
あ
る
事
也
」
と
て
、
寝
殿
の
バ
ヤ
」
ト
云
ヘ
バ
、「
現
ニ
然
モ
有
ル
事
也
」
ト
テ
、
寝
殿
ノ
う
し
と
ら
す
み
つ
ま
ど
【
ゐ
】
６
丑
寅
の
隅
の
妻
戸
に
は
、
人
の
ま
い
り
て
、
女
房
に
丑
寅
ノ
角
ノ
戸
ノ
間
ハ
、
人
参
テ
女
房
ニ
あ
い
す
み
よ
し
ひ
め
も
の
が
た
り
７
会
ひ
て
、
も
の
言
ふ
所
也
、
住
吉
の
姫
君
の
物
語
会
フ
所
也
。
住
吉
ノ
姫
君
ノ
物
語
さ
う
じ
た
８
の
障
子
、
そ
こ
に
は
立
て
ら
れ
た
る
、
そ
な
た
に
リ
書
タ
ル
障
紙
被
立
タ
ル
所
也
。
其
ニ
椎葉・安倍・川浪・中村・福田・山口・『古本説話集 全注釈』大齋院事（第一）
其の二（六丁オ７～九丁ウ１）
―３７４―
（
一
三
）
ふ
た
り
あ
ゆ
よ
け
し
き
９
人
二
人
ば
か
り
歩
み
寄
り
て
、
気
色
ば
め
ば
、
人
二
人
許
歩
ミ
寄
テ
、
気
色
バ
メ
ル
、
ふ
た
り
（
ば
か
り
）
も
の
が
た
り
ゐ
＝
１０
か
ね
て
よ
り
女
房
二
人
許
、
物
語
し
て
居
て
兼
テ
ヨ
リ
女
房
二
人
許
居
【
九
丁
ウ
】
（
二
二
頁
）
１
た
り
け
り
。
タ
リ
ケ
リ
。
口
語
訳
夜
が
ふ
け
た
の
で
、
人
影
も
な
い
。
東
側
の
塀
の
入
り
口
か
ら
入
っ
て
、
東
の
対
屋
の
北
側
の
軒
下
に
こ
っ
そ
り
と
す
わ
っ
て
み
る
と
、
御
前
の
庭
先
の
植
え
込
み
は
勝
手
気
ま
ま
に
高
く
茂
っ
て
い
る
。「
手
入
れ
を
す
る
人
も
い
な
い
の
だ
ろ
う
か
」
と
、
し
ん
み
り
と
思
わ
れ
る
。
露
は
月
光
に
照
ら
さ
れ
て
辺
り
一
面
き
ら
き
ら
と
輝
い
て
い
て
、
虫
の
鳴
き
声
が
さ
ま
ざ
ま
に
聞
こ
え
る
。
遣
り
水
の
音
は
静
か
に
流
れ
て
い
る
。
そ
の
間
、
少
し
も
音
を
た
て
る
人
は
い
な
い
。
船
岡
山
か
ら
吹
き
お
ろ
す
風
が
、
冷
た
く
吹
い
て
い
る
の
で
、
お
部
屋
の
前
の
す
だ
れ
が
少
し
ゆ
れ
動
く
に
従
っ
て
、
薫
物
の
香
り
が
い
い
よ
う
も
な
く
よ
く
か
お
り
、
冷
や
や
か
に
（
吹
く
風
に
）
た
だ
よ
っ
て
く
る
香
り
を
か
ぐ
と
、
御
格
子
は
下
ろ
さ
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
で
あ
ろ
う
の
に
、
薫
物
の
香
り
が
き
わ
だ
っ
て
強
い
の
で
、「
ど
う
し
て
な
の
だ
ろ
う
」
と
思
っ
て
目
を
や
る
と
、（
御

が
）
風
に
吹
か
れ
て
御
几
帳
が
風
に
ゆ
ら
い
で
少
し
見
え
る
。
な
ん
と
、
御
格
子
を
ま
だ
下
ろ
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
ら
な
い
の
で
あ
っ
た
。
「
（
大
斎
院
が
）
月
を
御
覧
に
な
る
お
つ
も
り
で
、
そ
の
ま
ま
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
」
と
思
う
う
ち
に
、
深
み
の
あ
る
平
調
に
調
整
さ
れ
て
い
る
琴
の
音
が
、
か
す
か
に
聞
こ
え
る
の
で
、「
あ
あ
そ
う
か
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
も
こ
の
世
に
は
あ
る
の
だ
な
あ
」
と
、（
殿
上
人
た
ち
は
）
す
ば
ら
し
く
思
わ
れ
る
。
ち
ょ
う
ど
よ
い
長
さ
に
奏
で
ら
れ
て
、
琴
の
音
も
し
な
く
な
っ
た
の
で
、「
今
は
内
裏
へ
帰
参
し
よ
う
」
と
思
う
時
に
、
人
々
が
言
う
に
は
、「
こ
の
よ
う
に
趣
深
く
、
す
ば
ら
し
い
御
様
子
を
、『
誰
か
他
の
人
が
聞
い
た
』
と
（
大
斎
院
が
）
お
わ
か
り
に
な
る
た
め
に
、（
斎
院
の
御
所
の
人
に
、
自
分
た
ち
が
聞
い
て
い
る
こ
と
を
）
知
ら
れ
た
い
も
の
だ
」
な
ど
と
言
う
と
、
「
な
る
ほ
ど
も
っ
と
も
な
こ
と
だ
」
と
言
っ
て
、
寝
殿
の
丑
寅
の
隅
の
妻
戸
に
は
、
人
が
訪
れ
て
、
女
房
に
会
っ
て
、
用
件
を
言
う
場
所
で
あ
り
、「
住
吉
の
姫
君
の
物
語
」
を
描
い
た
障
子
が
そ
こ
に
立
て
ら
れ
て
あ
る
が
、
そ
こ
に
二
人
ほ
ど
歩
み
寄
っ
て
、
そ
れ
と
な
く
い
る
こ
と
を
知
ら
せ
る
と
、
そ
の
前
か
ら
女
房
が
二
人
ほ
ど
話
を
し
て
座
っ
て
い
た
。
語
釈
・
語
法
【
八
丁
オ
】
ひ
む
が
し
へ
い
と
い
ひ
む
が
し
た
い
き
た
を【
お
】も
て
（ゝ
の
）き
●
２
東
の
塀
の
戸
よ
り
入
り
て
、
東
の
対
の
北
面
の
軒
に
「
東
の
塀
の
戸
」
と
は
、
東
門
の
築
地
塀
の
戸
か
ら
入
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
「
東
の
対
の
北
面
の
軒
」
と
は
、
寝
殿
造
で
寝
殿
の
東
側
に
あ
る
建
物
の
北
側
の
軒
下
。「
北
面
」
は
、
奥
の
方
に
あ
り
、
女
房
な
ど
の
い
る
内
輪
の
部
屋
で
あ
る
。
せ
む
ざ
い
●
４
御
前
の
前
栽
、
心
に
ま
か
せ
て
た
か
お
【
ひ
】
高
く
生
い
し
げ
り
た
り
。
『
全
書
』
に
は
「
當
頁
二
行
目
、『
う
ち
解
け
に
た
ら
ん
』
と
あ
る
に
應
ず
る
。
庭
の
植
ゑ
込
み
が
手
入
れ
し
な
い
の
で
氣
ま
ま
に
の
び
放
題
に
繁
っ
て
ゐ
る
。」
と
あ
る
。
興
趣
に
富
ん
で
い
た
斎
院
御
所
は
、
大
斎
院
と
寝殿造（『デジタル大辞泉』小学館
ジャパンナレッジ・オンラインデータベース
http://japanknowledge.comによる）
（
一
四
）
純 心 人 文 研 究 第２４号 ２０１８
―３７３―
女
房
達
が
老
境
に
入
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
人
々
の
訪
れ
が
絶
え
、
緊
張
感
に
欠
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。「
御
前
」
は
既
出
（「
全
注
釈
其
の
一
」
Ｐ
１４
）。「
前
栽
」
は
、『
字
類
抄
（
三
巻
本
）』（
尊
経
閣
善
本
影
印
集
成
１８
・
八
木
書
店
・
一
九
九
九
年
）
に
「
セ
ン
ザ
イ
」
と
あ
る
。
本
集
に
は
三
例
（
八
オ
４
・
一
七
ウ
６
・
二
五
ウ
６
）
あ
る
が
、
仮
名
表
記
は
本
用
例
の
み
。
・『
字
類
抄
（
三
巻
本
）』
（
巻
下
世
植
物
付
・
一
〇
七
オ
３
）
ツ
ク
ロ
ウ
●
５
つ
く
ろ
ふ
人
庭
の
手
入
れ
を
す
る
人
。
『
字
類
抄
』
で
は
、
二
巻
本
に
「
治
（
略
）
繕
（
略
）
已
上
同
」、
黒
川
本
に
「
治
ツ
ク
ロ
ウ
ツ
ク
ロ
フ
（
略
）
繕
（
略
）
已
上
同
」、
と
あ
る
。「
つ
く
ろ
ふ
」
は
、
本
用
例
の
他
に
一
例
（
二
五
ウ
６
）
あ
る
。
て
●
６
露
は
月
の
光
に
照
ら
さ
れ
て
本
用
例
を
含
め
、「
露
」
の
漢
字
表
記
は
三
例
（
一
四
オ
５
・
一
七
ウ
７
）、
仮
名
書
き
三
例
（
一
四
オ
８
・
一
七
ウ
６
・
五
〇
オ
１０
）、「
し
ら
つ
ゆ
」
一
例
（
五
一
ウ
７
）
で
あ
る
。
全
七
例
中
、
四
例
は
和
歌
で
使
わ
れ
て
い
る
。
●
７
き
ら
め
き
わ
た
り
、
あ
た
り
一
面
に
き
ら
き
ら
と
輝
い
て
い
る
様
。
本
用
例
の
み
。
他
に
「
き
ら


し
」（
一
二
五
オ
６
）「
き
ら


と
」（
一
七
ウ
６
・
六
四
オ
４
・
一
二
〇
ウ
ら
４
）「
き
ろ
め
く
」（
二
九
ウ
９
）
が
あ
る
。『
名
義
抄
』『
新

字
鏡
』
に
は
「
き
ら
め
く
」
の
訓
な
し
。『
字
類
抄
』
に
は
、
三
巻
本
「
キ
ラ
メ
ク
或
人
々
勉
用
之
」、
黒
川
本
「
キ
ラ
メ
ク
或
人
々
勉
用
之
」
と
あ
る
。むし
こ
ゑ
（
ご
ゑ
）
●
７
虫
の
声


『
今
昔
』
は
「
虫
ノ
音
」。
本
集
に
お
け
る
「
こ
ゑ
」
の
用
例
は
本
用
例
を
除
き
、
七
例
（
八
ウ
９
・
四
七
ウ
９
・
五
四
オ
９
・
七
〇
ウ
５
・
七
六
オ
１
・
一
三
二
オ
２
・
一
三
六
オ
２
）。
全
て
「
こ
ゑ
」
と
仮
名
書
き
で
あ
る
。
人
間
の
声
五
例
、
仏
（
襟
元
に
入
っ
て
い
た
お
札
）
の
声
一
例
、
箏
の
声
一
例
、
虫
の
声
一
例
で
あ
る
。
や
り
み
づ
を【
お
】と
●
８
遣
水
の
音
、
「
遣
水
」
は
、
寝
殿
造
な
ど
で
、
庭
に
川
の
水
を
導
き
、
小
川
の
よ
う
に
し
た
流
れ
。
本
集
に
お
け
る
「
音
」
の
用
例
は
本
用
例
の
他
に
、
十
例
（
八
オ
９
・
九
オ
１
・
九
ウ
７
・
二
三
オ
８
・
三
六
ウ
６
・
七
〇
ウ
６
・
七
七
ウ
２
・
七
七
ウ
６
・
九
九
ウ
４
・
一
三
〇
オ
４
）。
正
用
「
お
と
」
は
二
例
（
九
ウ
７
・
九
九
ウ
４
）。
他
は
す
べ
て
「
を
と
」。
人
間
・
鬼
の
た
て
る
音
（
話
し
声
・
足
音
等
）
五
例
、
仏
の
足
音
一
例
、
遣
水
の
音
一
例
、
箏
の
音
一
例
、
碁
石
の
音
一
例
、
音
信
の
意
二
例
で
あ
る
。
な
が
●
８
の
ど
や
か
に
流
れ
た
り
。
「
の
ど
や
か
」
は
静
か
で
穏
や
か
な
様
。
本
集
に
は
他
に
一
例
（
一
一
六
ウ
５
）。『
名
義
抄
（
観
智
院
本
）』『
字
類
抄
』
に
は
「
の
ど
や
か
」
が
な
い
。
ノ
ト
カ
ナ
リ
ノ
ト
カ
ナ
リ
た
だ
し
、
『
字
類
抄
』
で
は
、
二
巻
本
に
「
遅
」
「
長
閑
」
、
黒
川
本
に
「
ノ
ト
カ
タ
リ
」
「
長
ノ
ト
カ
リ
」
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
後
、
「
の
ど
や
か
、
ひ
や
や
か
、
は
な
や
か
」
と
「
や
か
」
が
頻
用
さ
れ
て
い
る
。
接
尾
語
「
や
か
」
に
つ
い
て
は
「
接
尾
語
ラ
カ
・
ヤ
カ
と
そ
の
派
生
語
」（『
語
構
成
の
研
究
』
Ｐ
３６１
・
阪
倉
篤
義
・
角
川
書
店
・
一
九
六
六
年
）
に
詳
し
い
。
（
つ
ゆ
）
【
お
】
ひ
と
●
９
露
を
と
す
る
人
な
し
。
副
詞
「
つ
ゆ
」
の
「
露
」
字
表
記
は
こ
こ
一
例
。
他
十
四
例
（
四
〇
オ
８
・
四
六
オ
２
・
五
〇
オ
１０
・
六
五
オ
８
・
六
七
ウ
４
・
七
二
ウ
２
・
八
〇
ウ
１０
・
九
四
オ
３
・
一
〇
〇
オ
３
・
一
〇
九
オ
５
・
一
二
三
オ
５
・
一
二
三
オ
７
・
一
三
一
ウ
４
・
一
三
五
ウ
４
）
は
全
て
「
つ
ゆ
」
と
仮
名
表
記
。
こ
こ
は
、
す
ぐ
前
に
「
露
は
月
の
光
に
て
ら
さ
れ
て
」
と
あ
る
の
で
、
こ
れ
に
ひ
か
れ
た
表
記
で
あ
ろ
う
。
ふ
な
を
か
か
ぜ
●
９
船
岡
の
お
ろ
し
の
風
秋
冬
の
頃
、
山
腹
の
空
気
が
冷
え
て
吹
き
お
ろ
す
風
の
こ
と
。
「
お
ろ
し
」
は
「
下
」「
颪
」
の
字
を
当
て
る
。
船
岡
は
、
現
在
の
京
都
市
北
区
紫
野
に
あ
る
山
。
標
高
一
一
二
メ
ー
ト
ル
。
山
頂
は
平
安
京
の
南
北
の
中
心
線
（
朱
雀
大
路
）
の
延
長
上
に
あ
り
、
造
都
の
基
点
と
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
四
神
の
う
ち
北
を
つ
か
さ
ど
る
玄
武
に
な
ぞ
ら
え
ら
れ
、『
枕
草
子
』
に
「
岡
は
船
岡
」（
新
大
系
・
二
三
一
段
・
Ｐ
２７１
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。
子
の
日
の
小
松
引
き
や
若
菜
摘
み
な
ど
、
平
安
貴
族
の
遊
楽
の
地
で
あ
る
と
と
も
に
修
法
・
葬
送
の
地
で
も
あ
っ
た
。
多
く
の
歌
に
詠
ま
れ
た
歌
枕
で
も
あ
る
。
ひ
（
や
）
●
１０
冷
や
ゝ
か
に
冷
た
く
感
じ
ら
れ
る
様
。
本
集
で
は
、
本
用
例
と
二
行
後
の
二
例
の
み
。「
冷
」「
寒
」
の
字
の
よ
み
は
、『
名
義
抄
』『
字
類
抄
』
に
、「
ヒ
ヤ
カ
ニ
・
ヒ
ヤ
カ
ナ
リ
・
ヒ
ヤ
ヽ
カ
ニ
・
ヒ
ヤ
ヽ
カ
ナ
リ
」
を
見
出
せ
る
。
「
ヒ
ヤ
カ
ニ
」
は
『
名
義
抄
（
観
智
院
本
）』（「
寒
」）・『
字
類
抄
』
二
巻
本
・
三
巻
本
（「
冷
・
寒
」）、「
ヒ
ヤ
カ
ナ
リ
」
は
『
名
義
抄
（
蓮
成
院
）』（「
冷
」）、「
ヒ
ヤ
ヽ
カ
ニ
」『
字
類
抄
（
黒
川
本
）』（「
冷
・
寒
」）、「
ヒ
ヤ
ヽ
椎葉・安倍・川浪・中村・福田・山口・『古本説話集 全注釈』大齋院事（第一）
其の二（六丁オ７～九丁ウ１）
―３７２―
（
一
五
）
カ
ナ
リ
」
は『
名
義
抄
（
観
智
院
本
）
』（「
冷
」）
に
あ
る
。
語
構
成
と
し
て
は
、「
ひ
や
＋
か
」
「
ひ
や
＋
や
か
」
が
考
え
ら
れ
る
。
【
八
丁
ウ
】ゆ
ユ
ル
ク
●
１
う
ち
搖
る
ぐ
ゆ
れ
動
く
こ
と
。『
字
類
抄
』
で
は
、
二
巻
本
に
「
揺
」、
三
巻
本
・
黒
川
本
に
「
揺
ユ
ル
ク
」
と
あ
り
、
「
ユ
ル
ク
」
の
清
濁
が
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
「
ゆ
る
ぐ
」
と
よ
ん
で
お
く
。「
ゆ
る
く
」
の
全
用
例
「
う
ち
ゆ
る
く
」（
本
用
例
）「
ゆ
さ


と
ゆ
る
く
」（
一
一
七
ウ
２
）「
ゆ
る
き
ゆ
る
き
し
て
」（
一
一
七
ウ
２
）「
ゆ
る
き
あ
か
る
」（
一
一
七
ウ
３
）「
た
ゝ
ゆ
る
き
に
ゆ
る
き
て
」（
一
一
八
オ
９
）の
清
濁
表
記
を
見
る
と
、『
総
索
引
』『
岩
波
文
』『
全

解
』『
全
訳
注
』
は
全
て
濁
音
表
記
、『
全
書
』『
新
大
系
』
は
混
用
。
よ
み
に
ゆ
れ
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
た
き
（
も
の
）
じ
ん
こ
う
び
ゃ
く
だ
ん
ち
ょ
う
じ
じ
ゃ
こ
う
●
１
薫
物
本
集
用
例
は
、
他
に
一
例（
八
ウ
３
）の
み
。
沈
香
・
白
檀
・
丁
字
・
麝
香
・
は
っ
こ
う
く
ん
ろ
く
白
膠
・
薫
陸
な
ど
種
々
の
香
を
粉
末
に
し
て
蜜
で
練
り
あ
わ
せ
て
作
っ
た
練
香
。
か
●
１
香
本
集
用
例
は
、
他
に
一
例
（
八
ウ
２
）
の
み
。
か
お
り
。
に
お
い
。
●
１
え
も
い
は
ず
既
出
（
七
ウ
６
）。
か
う
●
２
香
ば
し
く
、
か
お
り
が
よ
い
。
に
お
い
が
よ
い
。
本
集
用
例
以
外
に
、「
う
す
い
ろ
の
き
ぬ
の
、
い
み
し
う
か
う
は
し
き
を
」（
五
四
ウ
４
）・「
い
と
か
う
は
し
き
み
ち
の
く
に
か
み
に
つ
ゝ
み
て
」（
九
二
オ
５
）
の
二
例
が
あ
り
、
い
づ
れ
も
同
じ
意
味
で
あ
る
。
●
２
冷
や
ゝ
か
に
匂
ひ
い
で
た
る
香
を
か
ぐ
に
「
ひ
や
ゝ
か
に
に
ほ
ひ
い
づ
」
は
、『
今
昔
』
の
該
当
部
分
も
同
じ
表
現
。
前
出
の
「
ひ
や
ゝ
か
に
」（
八
オ
１０
）
で
は
、「
船
岡
の
お
ろ
し
の
風
、
ひ
や
ゝ
か
に
吹
き
た
れ
ば
」
と
あ
る
。
こ
れ
に
従
え
ば
、「
ひ
や
ゝ
か
に
に
ほ
ひ
い
づ
」
は
「
ひ
や
や
か
に
（
吹
く
風
の
中
に
）
匂
ひ
い
づ
」
と
解
釈
す
る
べ
き
で
あ
る
。「
ひ
や
ゝ
か
」
は
、『
角
川
古
語
大
辞
典
』（
角
川
書
店
・
一
九
九
九
年
）
に
「
風
・
水
な
ど
が
肌
に
冷
た
く
感
じ
ら
れ
る
さ
ま
。」
と
あ
る
。『
源
氏
物
語
』
の
用
例
か
ら
み
て
も
「
ひ
や
や
か
に
」
が
直
接
「
匂
ひ
い
づ
」
を
修
飾
す
る
こ
と
は
な
い
。『
源
氏
物
語
』
で
「
ひ
や
ゝ
か
」
と
「
匂
ふ
」
の
関
連
し
た
用
例
を
み
る
と
、
総
角
巻
の
「
あ
め
は
ひ
や
ゝ
か
に
う
ち
そ
ゝ
き
て
、
秋
は
つ
る
け
し
き
の
す
ご
き
に
、
う
ち
し
め
り
ぬ
れ
給
へ
る
に
ほ
ひ
ど
も
は
」（
新
大
系
四
・
Ｐ
４２９
）
や
東
屋
巻
「
風
は
い
と
ひ
や
ゝ
か
に
ふ
き
い
り
て
、
い
ひ
し
ら
ず
か
ほ
り
く
れ
ば
」
（
新
大
系
五
・
Ｐ
１７６
）
な
ど
「
ひ
や
ゝ
か
」
は
「
あ
め
」
・
「
風
」
と
つ
な
が
っ
た
用
例
の
み
で
「
ひ
や
ゝ
か
に
」
が
直
接
「
匂
ふ
」
を
修
飾
す
る
事
例
は
『
源
氏
物
語
』
に
は
み
え
な
い
。
こ
こ
も
「
ひ
や
ゝ
か
に
」
は
「
匂
ふ
」
を
直
接
修
飾
す
る
と
は
み
ず
、「
冷
や
や
か
な
風
が
吹
い
て
く
る
に
つ
れ
て
匂
い
出
し
て
き
た
香
」
と
と
る
。
●
３
か
ぐ
鼻
で
に
お
い
を
感
じ
る
。『
本
集
』
で
は
本
用
例
の
み
。『
総
索
引
』で
は「
嗅
」
カ
字
を
当
て
る
。『
今
昔
』
の
該
当
部
分
で
は
「
聞
グ
ニ
」。
み
か
う
し
お
●
３
御
格
子
は
下
ろ
さ
れ
た
ら
ん
に
「
み
か
う
し
」
の
本
集
用
例
は
、
他
に
一
例
（
八
ウ
し
と
み
６
）。『
今
昔
』
隔
子
。
細
い
角
材
を
縦
横
に
組
み
合
わ
せ
黒
塗
り
に
し
た
建
具
。
蔀
の
こ
と
。
寝
殿
造
り
の
四
面
の
柱
と
柱
の
間
に
は
め
、
上
下
二
枚
に
し
て
、
上
の
は
外
方
へ
つ
り
上
げ
、
下
の
は
掛
け
金
で
止
め
て
お
く
よ
う
に
す
る
。「
れ
」
は
尊
敬
と
み
る
。
そ
れ
は
「
御
格
子
」
と
「
格
子
」
に
「
御
」
を
つ
け
て
い
る
こ
と
、
八
丁
ウ
７
の
「
月
御
ら
む
す
と
て
、
お
は
し
ま
し
け
る
ま
ゝ
に
や
」
か
ら
、
こ
の
場
合
「
格
子
」
の
上
げ
下
げ
が
大
斎
院
の
意
思
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
こ
と
の
二
点
の
理
由
に
よ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
こ
は
、
「
御
格
子
を
は
下
ろ
さ
れ
た
ら
ん
に
」
と
解
す
る
。
さ
ら
に
、
無
生
物
を
主
語
と
す
る
受
身
形
は
、
ま
だ
『
古
本
説
話
集
』
の
時
代
に
は
一
般
的
で
は
な
い
と
い
う
理
由
に
も
よ
る
。
な
お
、「
に
」
の
用
法
は
逆
接
。
●
３
に
ほ
ひ
本
集
で
は
こ
の
一
例
の
み
。
直
前
の
「
た
き
物
の
香
」
は
も
っ
ぱ
ら
嗅
覚
的
に
表
現
し
た
と
み
る
の
に
対
し
て
、「
に
ほ
ひ
」
は
嗅
覚
的
な
表
現
で
な
く
あ
た
り
の
雰
囲
気
を
も
あ
わ
せ
て
表
現
し
て
い
る
と
み
る
。
●
４
は
な
や
か
な
れ
ば
、
本
集
用
例
は
、
他
に
一
例
（
四
三
オ
６
）
。
本
話
で
の
意
味
は「
香
り
な
ど
の
き
わ
だ
っ
て
強
い
さ
ま
」
で
あ
り
、
四
三
丁
オ
６
「
ひ
た
ち
の
か
み
な
る
ひ
と
の
は
な
や
か
な
る
あ
り
」
の
「
は
な
や
か
」
は
、
権
勢
が
あ
る
、
時
め
く
の
意
で
、
や
や
意
味
が
異
な
る
。『
今
昔
』
の
該
当
部
分
は
「
花
ヤ
カ
ニ
聞
ユ
レ
バ
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
か
が
は
、『
新
大
系
』
に
よ
れ
ば
「
聞
ゆ
」
と
よ
み
、
か
お
り
が
あ
た
り
に
た
だ
よ
う
の
意
味
（
一
六
）
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と
す
る
。
●
５
風
に
吹
か
れ
て
、
「
れ
」
は
受
身
。
吹
か
れ
て
い
る
の
は
御

。
（
み
）
き
ち
ゃ
う
す
こ
●
５
御
几
帳
少
し
見
ゆ
。
御

が
風
に
吹
か
れ
て
奧
の
几
帳
が
見
え
る
意
。
●
６
い
ま
だ
否
定
の
語
を
伴
う
場
合
は
事
柄
の
非
実
現
状
況
を
表
わ
し
、
否
定
の
語
を
伴
わ
な
い
場
合
は
、
事
柄
や
状
態
の
継
続
を
表
す
。
本
集
の
用
例
は
三
例
。
否
定
の
語
を
伴
う
も
の
は
、
二
例
（
八
ウ
６
・
二
四
ウ
７
）、
否
定
の
語
を
伴
わ
な
い
も
の
は
、
一
例
（
一
二
三
オ
６
）。
→
補
説
１
お
●
６
下
ろ
さ
れ
ぬ
な
り
け
り
「
れ
」
は
「
尊
敬
」
と
み
る
。「
け
り
」
は
、
前
か
ら
事
実
と
し
て
は
存
在
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
ま
で
気
づ
か
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
、
そ
の
と
き
気
づ
く
こ
と
を
表
わ
す
。「
発
見
の
ナ
リ
ケ
リ
」
で
説
話
的
興
味
に
つ
な
が
る
。
ら
む
●
７
月
御
覧
ず
主
語
は
大
斎
院
。「
御
覧
ず
」
の
本
集
で
の
用
例
は
全
十
例
で
、
主
語
は
、
大
斎
院
二
例
（
八
ウ
７
・
五
二
ウ
１
）、
藤
原
道
長
一
例
（
一
六
ウ
６
）、
醍
醐
天
皇
三
例
（
二
四
オ
１０
・
一
二
〇
オ
１０
・
一
二
〇
ウ
５
）、
上
東
門
院
彰
子
一
例
（
五
六
オ
９
）、
釈

仏
一
例
（
八
三
ウ
８
）、
帝
釈
天
一
例
（
八
六
オ
１
）、
天
竺
の
帝
一
例
（
八
六
ウ
６
）
と
、
場
面
の
中
で
の
最
高
位
の
人
物
で
あ
る
。
上
巻
五
例
は
「
御
ら
む
ず
」、
下
巻
五
例
は
「
御
ら
ん
ず
」
に
統
一
さ
れ
て
い
る
。
→
補
説
２
（
ま
）
●
７
お
は
し
ま
し
け
る
ま
ゝ
に
や
「
ま
ゝ
」
は
、
そ
の
よ
う
な
状
態
が
継
続
し
て
い
る
さ
ま
。
「
ま
ゝ
に
や
」
は
、
名
詞
「
ま
ま
」
に
、
断
定
の
助
動
詞
「
な
り
」
の
連
用
形
「
に
」、
係
助
詞
「
や
」
の
付
い
た
も
の
で
、「
や
」
の
下
に
「
あ
ら
ん
」
が
省
略
さ
れ
た
形
で
あ
る
。「
ま
ま
」
に
断
定
の
助
動
詞
が
接
続
し
た
例
は
、
本
用
例
の
他
に
「
こ
れ
は
み
し
ゆ
め
の
ま
ゝ
な
り
け
り
。」（
一
二
四
ウ
１０
）
一
例
が
あ
る
。
本
集
の
「
ま
ま
」
の
用
例
は
全
三
十
一
例
で
、
こ
の
二
例
の
他
は
、「
ま
ま
」
に
助
詞
「
に
」
を
伴
っ
て
接
続
助
詞
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
て
い
る
「
ま
ま
に
」
二
十
六
例
、「
ま
ま
」
に
「
に
て
」
を
伴
っ
た
「
ま
ま
に
て
」
二
例
、
副
詞
「
あ
り
の
ま
ま
に
」
二
例
が
あ
る
。
斎
院
の
御
所
に
入
っ
た
殿
上
人
た
ち
は
、
御
格
子
が
ま
だ
下
ろ
さ
れ
て
い
な
い
理
由
に
思
い
を
は
せ
る
。
お
く
ふ
か
●
８
奥
深
き
深
み
が
あ
り
、
奥
ゆ
か
し
い
感
じ
で
あ
る
意
。
本
集
で
の
用
例
は
、
こ
の
一
例
の
み
で
あ
る
。『
源
氏
物
語
』
に
、「
さ
う
の
こ
と
を
い
と
ほ
の
か
に
か
き
な
ら
し
給
へ
る
も
お
く
ふ
か
き
こ
ゑ
な
る
に
、
い
と
ゞ
心
と
ま
り
は
て
ゝ
」（
新
大
系
四
・
横
笛
巻
・
Ｐ
５５
）
の
用
例
が
あ
る
。
さ
う
の
こ
と
●
８
箏
『
倭
名
類
聚
抄
』
に
、「
箏
柱
附
蒼
頡

云
箏
爼
耕
切
俗
云
象
乃
古
度
形
似
瑟
而
短
有
十
三
絃
玩

箏
譜
云
柱
高
三
寸
柱
和
名
古
度
遅
」（『
諸
本
集
成
倭
名
類
聚
抄
〔
索
引
篇
〕』・
一
九
六
八
年
・
Ｐ
さ
う
１９９
）
と
あ
る
。「
箏
」
に
同
じ
で
弦
楽
器
の
一
つ
。
胴
の
上
に
十
三
本
の
弦
を
張
り
、
各
じ
弦
を
柱
と
い
う
駒
で
支
え
、
そ
の
位
置
に
よ
っ
て
音
の
高
さ
を
調
整
し
、
右
手
の
爪
で
弾
き
ん
く
。
平
安
時
代
に
は
他
の
弦
楽
器
（
琴
な
ど
）
か
ら
区
別
し
た
。
和
文
系
の
文
献
で
は
、
『
蜻
蛉
日
記
』『
宇
津
保
物
語
』『
源
氏
物
語
』『
紫
式
部
日
記
』
に
「
さ
う
の
こ
と
」「
さ
う
の
琴
」
の
用
例
が
見
ら
れ
る
。『
名
義
抄
（
観
智
院
本
）』『
字
類
抄
（
三
巻
本
）』
は
、「
シ
ヤ
ウ
ノ
コ
ト
」。
ひ
や
う
で
う
い
ち
こ
つ
●
８
平
調
雅
楽
十
二
律
の
音
名
の
一
つ
で
、
基
音
で
あ
る
壱
越
を
西
洋
音
楽
の
ニ
の
音
と
し
た
と
き
の
ホ
の
音
で
あ
る
。
本
集
で
の
用
例
は
こ
の
一
例
の
み
。『
源
氏
物
語
』
紅
葉
賀
巻
（
源
氏
物
語
大
成
・
Ｐ
２５１
）
で
は
、「
さ
う
の
こ
と
は
な
か
の
ほ
そ
を
の
た
へ
か
た
き
こ
そ
所
せ
け
れ
と
て
ひ
や
う
て
ふ
に
を
し
く
た
し
て
し
ら
へ
給
」（
大
島
本
）
と
あ
る
。
ま
た
、
池
田
本
は
「
ひ
や
う
て
う
」
と
な
っ
て
い
る
。
古
辞
書
に
「
平
調
」
の
語
は
な
く
、
ヒ
ヤ
ウ
モ
ン
『
字
類
抄
（
黒
川
本
）』
に
は
、「
平
文
」・「
雙
調
ソ
ウ
テ
ウ
」
と
あ
り
、「
ヒ
ヤ
ウ
」「
テ
ウ
」
の
よ
み
が
あ
る
。
し
ら
●
９
調
む
「
調
ぶ
」
に
同
じ
。
本
集
で
は
、

楽
器
の
音
律
を
合
わ
せ
整
え
る
、

楽
器
を
奏
で
る
意
に
使
わ
れ
て
い
る
。
本
用
例
は

の
意
で
あ
る
。
本
用
例
以
外
に
は
、「
調
む
」
二
例
（
九
オ
１
・
一
〇
オ
８
）、「
調
め
合
は
す
」
一
例
（
一
〇
ウ
３
）
が
あ
る
。「
調
ぶ
」
の
例
は
な
い
。
こ
ゑ
●
９
音
箏
の
音
色
を「
こ
ゑ
」と
表
現
し
て
い
る
。『
名
義
抄（
観
智
院
本
）
』に
よ
り
、「
音
」
字
を
あ
て
る
。
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（
一
七
）
・『
名
義
抄
（
観
智
院
本
）』（
法
上
四
十
八
オ
１
）
お
く
ふ
か
さ
う
の
こ
と
ひ
や
う
で
う
し
ら
こ
ゑ
●
８
奥
深
き
箏
の
平
調
に
調
め
ら
れ
た
る
音
の
、
「
箏
の
」の「
の
」は
連
体
格
で
、「
音
」
こ
ゑ
に
か
か
る
。「
音
の
」
の
「
の
」
は
主
格
。
深
み
の
あ
る
平
調
に
調
整
さ
れ
て
い
る
琴
の
音
が
、
と
な
る
。
●
１０
さ
は
接
続
詞
、
そ
れ
で
は
の
意
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
「
あ
あ
、
そ
う
か
」
と
得
心
の
意
を
あ
ら
わ
す
も
の
と
す
る
。「
さ
は
」の
本
集
で
の
用
例
は
全
十
七
例
で
、
副
詞「
さ
」
に
助
詞
「
は
」
が
付
い
た
も
の
三
例
、
接
続
詞
十
四
例
で
あ
る
。
会
話
文
に
九
例
、
心
中
言
に
七
例
、
歌
に
一
例
見
出
せ
る
。
本
用
例
は
、「
さ
は
…
…
な
り
け
り
」
の
形
で
、
殿
上
人
た
ち
の
、
そ
こ
ま
で
に
起
こ
っ
た
事
態
に
つ
い
て
全
体
的
に
納
得
し
、
す
ば
ら
し
い
と
感
動
し
て
い
る
様
子
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
（
か
）
●
１０
か
ゝ
る
事
「
か
せ
に
…
…
ほ
の
か
に
聞
こ
ゆ
る
に
」（
八
ウ
５
〜
１０
）
ま
で
の
内
容
を
あ
ら
わ
す
。
●
１０
あ
さ
ま
し
く
お
ぼ
ゆ
「
あ
さ
ま
し
」
は
既
出
（「
全
注
釈
其
の
一
」
Ｐ
１２
）。
風
が
吹
き
、
御

が
動
き
、
薫
物
の
香
が
漂
う
。
そ
の
匂
い
に
殿
上
人
た
ち
は
、
月
を
愛
で
、
琴
を
奏
で
、
風
雅
を
た
し
な
ん
で
い
る
斎
院
の
御
所
の
す
ば
ら
し
さ
に
気
付
く
。
風
（
触
覚
）、
香
（
嗅
覚
）、
月
（
視
覚
）、
琴
の
音
（
聴
覚
）
を
感
覚
的
に
受
け
止
め
、
ち
ょ
う
ど
そ
こ
に
居
合
わ
せ
た
と
い
う
偶
然
の
す
ば
ら
し
さ
に
心
酔
す
る
。『
紫
式
部
日
記
』
に
は
斎
院
に
つ
い
て
、「
院
は
い
と
御
心
の
ゆ
へ
お
は
し
て
、
所
の
さ
ま
は
い
と
世
は
な
れ
か
ん
さ
び
た
り
」（
新
大
系
『
土
左
日
記
蜻
蛉
日
記
紫
式
部
日
記
更
級
日
記
』
Ｐ
３０４
・
長
谷
川
政
春
他
校
注
・
岩
波
書
店
・
一
九
八
九
年
）
と
あ
る
。
【
九
丁
オ
】
●
１
よ
き
ほ
ど
『
今
昔
』
は
、「
楽
一
ツ
許
有
リ
」
と
す
る
。
一
曲
ほ
ど
弾
く
く
ら
い
の
時
間
で
あ
る
。
し
ら
●
１
調
め
ら
れ
て
、
「
ら
れ
」
は
、
受
身
の
助
動
詞
。
か
へ
【
ゐ
】
●
２
帰
り
ま
い
り
な
ん
」
と
「
ん
」
は
、「
と
」
の
右
に
傍
記
。『
今
昔
』
は
、「
今
ハ
内
ニ
返
リ
参
ナ
ム
ト
為
ル
程
ニ
」
と
す
る
。「
ま
い
り
な
ん
」
の
「
い
」
は
、「
ゐ
」
の
仮
名
違
い
で
、
既
出
（「
全
注
釈
其
の
一
」
Ｐ
１１
）。
（
び
と
）
（
や
う
）
●
３
人


の
い
ふ
様
、
本
用
例
の
「
様
」
は
、
原
本
「
」。『
名
義
抄
（
観
智
院
本
）』
に
よ
る
と
、
正
字
は
「
」、
俗
字
「
」「
」。『
字
類
抄
（
黒
川
本
）』
に
例
が
あ
る
。
・『
名
義
抄
（
観
智
院
本
）』（
仏
下
本
三
一
ウ
２
）
・『
名
義
抄
（
観
智
院
本
）』（
仏
下
本
三
一
ウ
３
）
・『
字
類
抄
（
黒
川
本
）』（
上
三
八
ウ
６
）
【
を
】
●
３
お
か
し
く
「
お
か
し
」
は
、
正
用
「
を
か
し
」（『
全
注
釈
其
の
一
』
Ｐ
１５
に
既
出
）
の
仮
名
違
い
で
あ
る
。
本
集
で
の
「
を
か
し
」
の
用
例
は
九
例
で
、
す
べ
て
上
巻
に
あ
り
、
本
例
を
除
く
八
例（
六
オ
３
・
七
オ
４
・
九
ウ
９
・
一
八
ウ
２
・
三
七
オ
１０
・
五
一
オ
８
・
五
一
ウ
３
・
五
四
オ
５
）
は
正
用
で
あ
る
。
他
に
「
を
か
し
げ
な
り
」
五
例
が
あ
る
が
、
上
巻
の
三
例
は
正
用
、
下
巻
の
二
例
は
仮
名
違
い
で
あ
る
。「
を
か
し
」「
お
か
し
」
両
用
あ
る
が
、
正
用
「
を
か
し
」
が
優
勢
で
あ
る
。
さ
ま
ひ
と
き
（
き
）
●
３
御
有
様
を
、『
人
聞
ゝ
け
り
。』
本
集
の
用
例
は
、「
御
有
様
」
六
例
、「
有
様
」
三
（
一
八
）
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例
で
あ
る
。「
有
様
」
は
斎
院
の
御
所
の
雰
囲
気
全
体
を
指
し
、「
聞
く
」
は
そ
の
中
の
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
琴
の
音
を
聞
く
の
で
あ
る
。「
有
様
を
聞
く
」
の
用
例
は
、
本
集
「
こ
れ
か
あ
り
さ
ま
き
ゝ
て
こ
そ
か
へ
ら
め
」（
一
二
一
ウ
５
）、『
源
氏
物
語
』「
た
ゞ
ま
か
せ
き
こ
え
給
て
、
も
て
な
し
き
こ
え
給
は
む
あ
り
さ
ま
を
も
き
ゝ
給
へ
と
を
し
ふ
。
」（
新
大
系
二
・
薄
雲
巻
・
ｐ
２１８
）、『
宇
津
保
物
語
』「
大
将
の
御
あ
り
さ
ま
、
お
ほ
や
け
わ
た
く
し
の
天
下
の
ざ
え
、
か
た
ち
、
心
あ
り
さ
ま
を
見
き
く
ニ
、
少
し
思
ヒ
な
ぐ
さ
む
心
ち
す
れ
ど
、
」（
大
系
三
・
樓
上
下
・
Ｐ
４６２
）、
な
ど
が
あ
る
。
お
ぼ
め
れ
う
●
４
思
し
召
さ
れ
ん
料
に
「
思
し
召
す
」
の
主
語
は
、
大
斎
院
。
尊
敬
の
助
動
詞
「
れ
」
が
つ
く
こ
と
で
、
よ
り
高
い
敬
意
を
あ
ら
わ
す
。
本
集
の
「
思
し
召
す
」
の
用
例
は
全
十
二
例
で
、
主
語
は
大
斎
院
三
例
（
九
オ
４
・
一
〇
オ
２
・
一
〇
オ
１０
）、
藤
原
道
長
一
例
（
二
三
オ
５
）、
観
音
三
例
（
七
九
ウ
４
・
一
〇
〇
オ
１０
・
一
〇
〇
ウ
１
）、
帝
釈
天
一
例
（
八
七
オ
７
）、
仏
一
例
（
八
八
オ
４
）、
醍
醐
天
皇
二
例
（
一
二
〇
ウ
６
・
一
二
〇
ウ
９
）
で
あ
る
。「
料
」
は
、
形
式
名
詞
「
…
た
め
」
の
意
。
本
集
の
「
料
」
は
全
七
例
で
、
本
用
例
と
同
様
の
意
は
、
他
に
三
例
（
二
八
オ
８
・
六
四
オ
１０
・
一
三
三
ウ
５
）
あ
る
。
名
詞
用
法
「
何
か
に
使
用
す
る
物
」
二
例
（
九
九
オ
９
・
九
九
ウ
１
）、
名
詞
「
あ
る
物
を
作
る
た
め
の
材
料
」
と
も
、
形
式
名
詞
「
た
め
」
と
も
解
釈
で
き
る
も
の
一
例
（
六
三
ウ
３
）
で
あ
る
。
『
名
義
抄
（
観
智
院
本
）
』
『
字
類
抄
』（
二
巻
本
・
黒
川
本
）
に
は
、「
料
」
の
音
表
記
「
レ
ウ
」
が
あ
る
。
●
４
知
ら
れ
ば
や
受
身
の
助
動
詞
「
れ
」
に
終
助
詞
「
ば
や
」
が
つ
い
て
い
る
。『
総
索
引
』
に
、「
受
身
の
助
動
詞
に
「
ば
や
」
の
つ
く
例
は
稀
」
と
指
摘
が
あ
る
。『
今
昔
』
の
該
当
部
分
は
、「
女
房
ニ
令
知
バ
ヤ
」
と
使
役
で
あ
る
。
本
集
で
の
「
ば
や
」
の
用
例
は
全
九
例
で
、
上
接
語
が
助
動
詞
で
あ
る
の
は
、
本
用
例
以
外
一
例
「
や
を
ら
こ
れ
を
う
り
て
は
や
」（
九
八
オ
７
）
で
完
了
の
助
動
詞
で
あ
る
。
動
詞
は
九
例
（
二
五
ウ
４
・
三
〇
ウ
４
・
一
二
六
オ
３
・
五
三
オ
４
・
九
七
オ
１
・
一
三
〇
オ
９
・
一
三
〇
オ
１０
）
あ
る
が
、
受
身
と
は
っ
き
り
あ
ら
わ
す
例
は
な
い
。
殿
上
人
た
ち
は
斎
院
の
御
所
に
い
る
こ
と
を
、
御
所
の
人
や
大
斎
院
に
知
ら
れ
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
し
む
●
５
寝
殿
「
東
の
対
」（
八
オ
３
）
に
対
す
る
中
央
の
建
物
で
、
大
斎
院
は
こ
こ
に
起
居
す
る
。
本
集
の
「
寝
殿
」
の
用
例
は
全
四
例
。
本
用
例
以
外
の
三
例
は
、
仮
名
表
記
「
し
む
て
ん
」
で
、
す
べ
て
上
巻
第
二
十
八
「
曲
殿
姫
君
事
」
に
見
え
る
。
→
補
説
２
う
し
と
ら
す
み
●
６
丑
寅
の
隅
「
丑
寅
」
は
、
方
位
を
十
二
支
に
あ
て
て
呼
ぶ
と
き
の
、
丑
と
寅
の
間
に
あ
た
る
方
角
。
北
東
。
陰
陽
道
な
ど
で
鬼
門
と
さ
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
そ
の
意
は
な
い
。
寝
殿
の
東
対
の
北
東
の
角
。
つ
ま
ど
●
６
妻
戸
百
家
説
林
『
家
屋
雑
考
』
に
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。「
妻
戸
は
、
殿
の
四
隅
に
あ
り
て
、
主
客
と
も
に
出
入
す
る
戸
口
な
り
、
妻
戸
、
狐
戸
等
の
字
を
用
ふ
る
は
、
い
ハ
シ
ト
づ
れ
も
訓
を
借
り
用
ひ
た
る
に
て
、
端
戸
の
義
な
り
、
ツ
マ
と
は
、
す
べ
て
物
の
は
し
を
い
ふ
名
な
れ
ば
な
り
、（
略
）」（
廣
文
庫
第
十
三
册
・
Ｐ
３５３
・
物
集
高
見
・
廣
文
庫
刊
行
會
・
一
九
一
六
年
）。
妻
戸
は
「
端
戸
」
の
意
で
、
寝
殿
造
で
殿
舎
の
四
隅
の
出
入
口
に
設
け
ら
れ
た
、
両
開
き
の
板
製
の
扉
で
あ
る
。『
宇
治
拾
遺
物
語
』
巻
三
ノ
一
五
「
南
の
お
も
て
の
、
西
の
か
た
な
る
妻
戸
口
に
ぞ
、
常
に
人
に
あ
ひ
、
物
な
ど
い
ふ
所
な
り
け
る
。」（
新
大
系
・
ｐ
９４
）
を
み
る
と
、
妻
戸
口
は
、
一
般
に
人
が
訪
ね
て
来
て
会
う
場
所
と
考
え
ら
れ
る
。
【
ゐ
】
た
●
６
人
の
ま
い
り
て
、
…
…
そ
こ
に
は
立
て
ら
れ
た
る
、
挿
入
句
。
妻
戸
と
、
そ
こ
に
立
て
ら
れ
て
い
る
障
子
絵
の
説
明
が
さ
れ
て
い
る
。
す
み
よ
し
ひ
め
も
の
が
た
り
さ
う
じ
●
７
住
吉
の
姫
君
の
物
語
の
障
子
「
物
語
」
は
仮
名
表
記
で
、「
も
の
か
た
り
」
で
一
語
で
あ
る
が
、「
も
の
か
た
」
ま
で
が
九
丁
オ
７
の
行
末
に
あ
り
、「
り
」
が
九
丁
オ
８
の
行
頭
に
あ
る
。
二
行
に
ま
た
が
っ
て
い
る
の
で
、
九
丁
オ
７
に
ま
と
め
た
（
凡
例
〈
二
本
文
９
〉
の
項
参
照
）
。
「
住
吉
の
姫
君
の
物
語
」
は
古
本
『
住
吉
物
語
』
で
散
逸
。
現
存
す
る
『
住
吉
物
語
』
は
鎌
倉
時
代
に
改
作
し
た
も
の
で
、
継
子
い
じ
め
の
物
語
で
あ
る
。「
障
子
」
は
室
内
を
仕
切
る
障
屏
具
の
一
種
で
、
現
在
の

に
あ
た
る
。
現
在
の
障
子
は
、「
明
か
り
障
子
」
と
言
っ
て
い
た
。『
総
索
引
』
に
は
、「
黒
川
本
字
類
抄
『
障
子
シ
ヤ
ウ
シ
』。
今
昔
は
『
障
紙
』
と
書
く
こ
と
が
多
い
が
、『
障
子
』
が
正
し
い
。」（
Ｐ
１７
注
三
）
と
あ
る
。
→
補
説
５
け
し
き
け
し
き
●
９
気
色
ば
め
ば
「
気
色
ば
む
」
は
、
気
持
が
外
に
あ
ら
わ
れ
る
の
意
。
本
集
の
用
例
は
、
こ
の
一
例
の
み
。
思
い
も
よ
ら
ず
斎
院
の
御
所
に
入
っ
た
殿
上
人
た
ち
は
、
そ
こ
に
い
る
椎葉・安倍・川浪・中村・福田・山口・『古本説話集 全注釈』大齋院事（第一）
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（
一
九
）
こ
と
を
知
ら
れ
た
く
、
音
を
出
す
な
ど
の
そ
ぶ
り
で
示
し
た
の
で
あ
る
。『
今
昔
』
の
該
当
部
分
「
気
色
バ
メ
ル
」
の
注
に
は
、「
案
内
を
こ
う
た
め
に
咳
払
い
を
し
て
存
在
を
知
ら
せ
る
。」（
新
大
系
四
・
Ｐ
１６１
）、「
声
づ
く
ろ
い
を
し
た
と
こ
ろ
。」（
大
系
四
・
Ｐ
９８
）
と
あ
る
。もの
が
た
り
＝
●
１０
物
語
し
て
ゐ
て
た
り
け
り
原
本
「
て
」
に
、
み
せ
け
ち
。『
今
昔
』
は
「
二
人
許
居
タ
リ
ケ
リ
。」
と
す
る
。
補
説
１
六
丁
オ
７
「
ま
だ
」
と
八
丁
ウ
６
「
い
ま
だ
」
『
日
国
』「
い
ま
だ
」
の
語
誌

に
は
、
次
の
よ
う
な
説
明
が
あ
る
。
平
安
時
代
に
は
「
い
ま
だ
」
か
ら
変
化
し
た
「
ま
だ
」
と
い
う
語
が
発
生
し
、「
い
ま
だ
」と
同
義
で
和
文
専
用
語
と
し
て
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て「
い
ま
だ
」
は
漢
文
訓
読
に
も
っ
ぱ
ら
用
い
ら
れ
た
た
め
、
否
定
と
の
呼
応
が
強
く
意
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
「
い
ま
だ
」
の
初
出
は
、
『
日
国
』
に
よ
る
と
、
『
古
事
記
』
上
巻
（
大
系
・
Ｐ
１０１
）
、「
ま
だ
」
の
初
出
は
、『
伊
勢
物
語
』
三
段
（
新
大
系
・
Ｐ
８１
）
で
あ
る
。「
い
ま
だ
」
か
ら
「
ま
だ
」
に
変
化
し
た
過
程
に
つ
い
て
は
、
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
が
、「
い
ま
だ
」
が
先
で
あ
る
の
は
間
違
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
本
話
に
は
、
以
下
の
よ
う
に
「
ま
だ
」
と
「
い
ま
だ
」
が
各
一
例
ず
つ
見
ら
れ
る
。
六
丁
オ
７
「
ま
た
み
や
た
ち
に
て
」
八
丁
ウ
６
「
み
か
う
し
も
い
ま
た
お
ろ
さ
れ
ぬ
な
り
け
り
」
築
島
裕
氏
は
、『
平
安
時
代
語
新
論
』
（
東
京
大
学
出
版
会
・
一
九
六
九
年
）
の
中
で
、「
ま
だ
」
「
い
ま
だ
」
を
、
陳
述
副
詞
の
中
の
「
否
定
表
現
を
と
も
な
ふ
も
の
」
の
例
と
し
て
あ
げ
、
「
陳
述
副
詞
は
、
位
相
論
的
に
見
る
と
、
そ
の
差
違
を
最
も
顯
著
に
現
し
て
ゐ
る
品
詞
で
あ
る
。
殆
ど
す
べ
て
の
陳
述
副
詞
が
、
和
文
と
訓
讀
の
中
の
何
れ
か
の
位
相
の
み
に
属
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、
兩
者
に
跨
つ
て
共
通
に
使
用
さ
れ
る
語
は
極
め
て
少
い
。」（
第
三
章
文
法
第
二
節
体
言
第
二
項
副
詞
・
Ｐ
４５０
・
傍
線
は
筆
者
に
よ
る
）
と
述
べ
、
さ
ら
に
、「
略
同
じ
意
味
を
表
す
語
が
、
漢
文
訓
讀
語
と
和
文
語
と
の
間
に
、
對
立
的
に
見
出
さ
れ
る
」（
同
書
・
Ｐ
５８２
）
と
し
、
例
の
一
つ
と
し
て
、「
イ
マ
ダ
―
ま
だ
」
を
挙
げ
る
。
本
集
に
は
、「
ま
だ
」
十
二
例
（
「
ま
だ
に
」一
例
含
）
、「
い
ま
だ
」三
例
の
用
例
が
あ
り
、「
ま
だ
」
が
優
勢
で
あ
る
。「
ま
だ
」
は
十
二
例
中
八
例
（
六
オ
７
・
三
七
ウ
３
・
九
四
オ
５
・
九
四
オ
６
・
一
〇
一
ウ
３
・
一
二
三
オ
４
・
一
二
九
オ
４
・
一
三
〇
ウ
５
）
が
、
「
い
ま
だ
」
は
三
例
中
一
例
（
一
二
三
オ
６
）
が
否
定
辞
を
伴
わ
な
い
。
な
お
、
三
三
丁
オ
７
・
七
七
丁
ウ
８
の
「
ま
だ
」
は
両
例
と
も
「
又
」
の
字
で
あ
る
。
存
疑
。
『
今
昔
』
に
は
、「
ま
だ
」
二
例
、「
い
ま
だ
」
三
二
二
例
の
用
例
が
あ
り
、「
い
ま
だ
」
が
優
勢
で
あ
る
。「
ま
だ
」
の
用
例
二
例
（
巻
二
四
第
三
八
・
巻
二
四
第
五
二
）
は
、
い
ず
れ
も
和
歌
用
例
で
、
大
字
の
カ
タ
カ
ナ
書
き
で
表
記
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、「
い
ま
だ
」に
つ
い
て
、『
今
昔
』（
大
系
二
）
の「
未
ダ（
否
定
辞
を
伴
わ
ぬ
も
の
）」
（
ｐ
３４８
補
注
）
の
項
目
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
今
日
一
般
の
常
識
と
し
て
は
、
口
語
マ
ダ
に
は
否
定
辞
を
伴
な
わ
ぬ
用
法
が
あ
っ
て
も
主
と
し
て
漢
文
訓
読
的
語
調
に
用
い
ら
れ
る
文
語
イ
マ
ダ
に
そ
の
よ
う
な
使
い
ざ
ま
が
あ
る
こ
と
は
破
格
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
本
冊
に
お
け
る
事
実
は
そ
の
故
無
き
を
証
明
す
る
。
『
今
昔
』「
い
ま
だ
」
の
三
二
二
例
を
調
査
す
る
と
、
否
定
辞
を
伴
う
も
の
二
五
二
例
、
伴
わ
な
い
も
の
七
十
例
で
あ
る
。
否
定
辞
を
伴
う
も
の
が
八
割
弱
と
優
勢
で
あ
る
。
な
お
、『
今
昔
』
に
お
け
る
否
定
辞
を
伴
わ
な
い
「
未
だ
」
七
十
例
が
修
飾
し
て
い
る
も
の
の
大
半
は
、
「
幼
稚
」
三
例
・
「
幼
（
稚
）
し
」
五
例
・
「
弱
冠
」
三
例
・
「
年
若
し
」
四
例
・
「
若
し
」
十
一
例
・「
童
」
一
例
、
計
二
十
七
例
は
年
端
も
い
か
な
い
若
い
状
態
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
否
定
辞
を
伴
わ
な
い
用
例
の
四
割
弱
を
占
め
る
。
た
だ
し
、
本
集
に
は
そ
の
よ
う
な
傾
向
は
見
ら
れ
な
い
。
本
集
で
は
「
ま
だ
」
が
優
勢
、『
今
昔
』
で
は
「
い
ま
だ
」
が
優
勢
で
あ
り
、
両
説
話
集
の
文
体
の
違
い
を
明
確
に
表
し
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
（
二
〇
）
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語色
葉
字
類
抄
類
聚
名
義
抄
前
田
本
黒
川
本
観
智
院
本
三
巻
本
二
巻
本
三
巻
本
感
カ
ム
ス
カ
ン
ス
カ
ム
ス
ム
禾
カ
ン
感
悦
カ
ム
エ
ツ
カ
ン
エ
ツ
カ
ン
エ
ツ
×
感
荷
カ
ム
カ
感
カ
カ
ン
カ
×
感
欣
カ
ン
キ
ム
×
カ
ン
キ
ン
×
感
化
門
カ
ン
ク
ワ
門
△
カ
ン
ク
ワ
門
×
感
會
カ
ム
ク
ワ
イ
×
カ
ン
ク
ワ
イ
×
感
歓
カ
ム
ク
ワ
ン
×
カ
ン
ク
ワ
ン
×
感
興
カ
ム
ケ
ウ
×
カ
ン
ケ
ウ
×
感
心
カ
ム
シ
ム
×
カ
ン
シ
ン
×
感
情
カ
ム
セ
イ
×
カ
ン
セ
イ
×
感
城
樂
カ
ム
セ
イ
樂
感
セ
イ
樂
カ
ン
セ
イ
樂
×
感
緒
カ
ム
ソ
×
カ
ン
ソ
×
感
カ
ム
タ
ム
感
タ
ン
カ
ン
タ
ン
×
機
感
キ
カ
ン
△
キ
カ
ン
×
感
ヘ
ン
カ
ム
×
ヘ
ン
カ
ン
×
語
色
葉
字
類
抄
名
義
抄
前
田
本
黒
川
本
観
智
院
本
三
巻
本
二
巻
本
三
巻
本
覧
×
×
呂
敢
反
高
覧
カ
ウ
ラ
ム
×
カ
ウ
ラ
ン
×
博
覧
ハ
ク
ラ
ム
ハ
ク
ラ
ム
ハ
ク
ラ
ン
×
遊
覧
イ
ウ
ラ
ン
ユ
ウ
ラ
ム
イ
ウ
ラ
ン
ユ
ラ
ン
×
補
説
２
字
音
語
に
お
け
る
韻
尾
の
表
記
か
む
１
六
丁
ウ
６
感
じ
「
感
」
字
に
つ
い
て
、
本
集
の
表
記
事
例
は
以
下
の
仮
名
書
き
二
例
で
あ
る
。
「
か
む
し
た
て
ま
つ
ら
せ
給
け
る
」（
六
オ
６
）
「
か
み
、
い
み
し
う
か
む
し
あ
は
れ
か
り
て
」（
五
八
オ
９
）
『
字
類
抄
（
三
巻
本
）』
に
、
音
表
記
の
あ
る
十
五
語
に
つ
い
て
、
他
の
古
辞
書
を
も
含
め
て
、
次
表
の
と
お
り
確
認
し
た
。
【
表
の
見
方
】
「
×
」→
語
な
し
「
△
」→
読
み
な
し
『
色
葉
字
類
抄
』
で
は
、
三
巻
本
は
「
感
」
を
「
カ
ム
」
と
表
記
す
る
の
が
優
勢
で
あ
る
が
、
二
巻
本
・
黒
川
本
で
は
ほ
と
ん
ど
が
「
カ
ン
」
で
あ
る
。『
名
義
抄
（
観
智
院
本
）』
は
「
カ
ン
」「
カ
ム
」両
方
の
読
み
を
載
せ
る
。
な
お
、『
韻
鏡
新
釋
』（
福
永
哉
・
あ
そ
か
書
林
・
一
九
五
五
年
）
で
「
外
転
第
三
十
九
開
、

音
、
見
母
、
感
韻
、
清
、
一
等
」（
/m/
）
と
あ
る
。
２
八
丁
ウ
７
月
御
ら
む
ず
「
覧
」
字
に
つ
い
て
、
本
集
の
表
記
事
例
は
以
下
の
十
例
で
あ
る
。
【
御
覧
ず
】
御
ら
む
す
（
八
ウ
７
）
・
御
ら
む
し
（
一
六
ウ
６
）・
御
ら
む
せ
（
二
四
オ
１０
）
・
御
ら
む
し
（
五
二
ウ
１
）・
御
ら
む
す
れ
（
五
六
オ
９
）・
御
ら
ん
し
（
八
三
ウ
８
）・
御
ら
ん
し
（
八
六
オ
１
）
・
御
ら
ん
せ
よ
（
八
六
ウ
６
）・
御
ら
ん
せ
（
一
二
〇
オ
１０
）・
御
ら
ん
す
れ
（
一
二
〇
ウ
５
）
用
例
全
十
例
中
、
上
巻
五
例
は
「
御
ら
む
す
」
と
仮
名
書
き
「
ム
」
表
記
、
下
巻
五
例
は
「
御
ら
ん
す
」
と
仮
名
書
き
「
ン
」
表
記
に
統
一
さ
れ
て
い
る
。『
字
類
抄
』『
名
義
抄
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る
、「
覧
」（
ラ
ム
・
ラ
ン
）
の
音
表
記
の
あ
る
三
語
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
確
認
し
た
。
【
表
の
見
方
】
「
／
（
斜
線
）」→
欠
巻
・
欠
落
「
×
」→
語
な
し
「
△
」→
読
み
な
し
椎葉・安倍・川浪・中村・福田・山口・『古本説話集 全注釈』大齋院事（第一）
其の二（六丁オ７～九丁ウ１）
―３６６―
（
二
一
）
語色
葉
字
類
抄
前
田
本
黒
川
本
三
巻
二
巻
三
巻
寝
シ
ム
×
シ
ン
寝
殿
シ
ム
テ
ン
シ
ン
殿
寝
席
シ
ム
セ
キ
×
シ
ム
セ
キ
就
寝
シ
ム
ニ
ツ
ク
×
シ
ン
ニ
ツ
ク
『
字
類
抄
』
で
は
、
二
巻
本
は
「
博
覧
」
「
遊
覧
」
が
「
ラ
ム
」
で
、
三
巻
本
は
「
高
覧
」
「
博
覧
」
が
「
ラ
ム
」、「
遊
覧
」
が
「
ラ
ン
」、
黒
川
本
は
「
高
覧
」「
博
覧
」「
遊
覧
」
と
も
に
「
ラ
ン
」
で
あ
る
。
前
田
本
（
二
巻
本
・
三
巻
本
）
は
「
ラ
ム
」
表
記
が
優
勢
で
、
黒
川
本
は
「
ラ
ン
」
表
記
で
統
一
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、『
韻
鏡
新
釋
』（
前
掲
書
）
に
は
、「
外
轉
第
四
十
合
、
半
舌
音
、
来
母
、
敢
韻
、
清
濁
、
一
等
」（
－/m/
）
と
あ
る
。
３
九
丁
オ
５
し
む
殿
「
寝
」
字
に
つ
い
て
、
本
集
の
表
記
事
例
は
以
下
の
四
例
で
あ
る
。
【
寝
殿
】
し
む
殿
（
九
オ
５
）
・
し
む
て
ん
（
四
四
オ
８
）
し
む
て
ん
（
四
四
ウ
９
）・
し
む
て
ん
（
四
六
オ
３
）
「
寝
」
は
、
全
四
例
す
べ
て
仮
名
書
き
で
、「
ム
」
表
記
で
あ
る
。『
字
類
抄
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る
、「
寝
」（
シ
ム
・
シ
ン
）
の
音
表
記
の
あ
る
三
語
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
確
認
し
た
。
な
お
、『
名
義
抄
（
観
智
院
本
）』
に
「
寝
」
の
音
表
記
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
【
表
の
見
方
】「
／
（
斜
線
）」→
欠
巻
・
欠
落
「
×
」→
語
な
し
「
△
」→
読
み
な
し
『
字
類
抄
（
三
巻
本
）』
前
田
本
は
、「
寝
」「
寝
席
」「
就
寝
」
が
「
シ
ム
」、
前
田
本
（
二
巻
本
）
は
、「
寝
殿
」
が
「
シ
ム
」、
黒
川
本
は
、「
寝
席
」
が
「
シ
ム
」
表
記
で
あ
る
。
黒
川
本
「
寝
」「
寝
殿
」「
就
寝
」
は
「
シ
ン
」
表
記
で
あ
る
。
な
お
、『
韻
鏡
新
釋
』（
前
掲
書
）
に
は
、「
内
轉
第
三
十
八
合
、
歯
音
、
清
母
、
寝
韻
、
次
清
、
四
等
」（
＾
/ im/
）
と
あ
る
。
補
説
３
六
丁
ウ
７
〜
七
丁
オ
３
院
と
大
殿
の
贈
答
歌
に
つ
い
て
院
よ
り
お
ほ
と
の
に
き
こ
ゑ
さ
せ
給
け
る
。
ひ
か
り
い
つ
る
あ
ふ
ひ
の
か
け
を
み
て
し
か
は
年
経
に
け
る
も
う
れ
し
か
り
け
り
御
返
、も
ろ
か
つ
ら
ふ
た
葉
な
か
ら
も
き
み
に
か
く
あ
ふ
ひ
や
神
の
し
る
し
な
る
ら
ん
こ
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
『
大
鏡
』
と
の
違
い
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
『
御
堂
関
白
記
』
の
記
事
を
参
考
に
検
討
す
る
。
こ
の
贈
答
は
『
大
鏡
』
以
外
に
『
栄
花
物
語
』
と
『
後
拾
遺
集
』
に
あ
る
。
ま
ず
、
両
作
品
の
該
当
部
分
を
抄
出
す
る
。
・『
栄
花
物
語
上
』（
大
系
・
Ｐ
２９４
）
中
宮
の
若
宮
、
い
み
じ
う
い
と
う
つ
く
し
う
て
走
り
あ
り
か
せ
給
。
今
年
は
三
つ
に
な
ら
せ
給
。
四
月
に
は
、
殿
、
一
條
の
御
棧
敷
に
て
若
宮
に
物
御
覧
ぜ
さ
せ
給
。
い
み
じ
う
ふ
く
ら
か
に
白
う
愛
敬
づ
き
、
う
つ
く
し
う
お
は
し
ま
す
を
、
齋
院
の
渡
ら
せ
給
折
、
大
殿
「
こ
れ
は
如
何
」
と
て
、
若
宮
を
抱
き
奉
り
給
て
、
御

を
か
ゝ
げ
さ
せ
給
へ
れ
ば
、
齋
院
の
御
輿
の
帷
よ
り
、
御
扇
を
さ
し
出
で
さ
せ
給
へ
る
は
、
見
奉
ら
せ
給
な
る
べ
し
。
か
く
て
暮
れ
ぬ
れ
ば
、
又
日
、
齋
院
よ
り
、
光
い
づ
る
葵
の
か
げ
を
見
て
し
か
ば
年
經
に
け
る
も
嬉
し
か
り
け
り
御
返
し
、
と
の
ゝ
御
前
、
も
ろ
か
づ
ら
二
葉
な
が
ら
も
君
に
か
く
あ
ふ
ひ
や
神
の
し
る
し
な
る
ら
ん
と
ぞ
聞
え
さ
せ
給
け
る
。
・『
後
拾
遺
集
』（
新
編
国
歌
大
観
一
・
Ｐ
１３７
）
後
一
条
院
を
さ
な
く
お
は
し
ま
し
け
る
時
ま
つ
り
ご
ら
ん
じ
け
る
に
い
つ
き
の
わ
た
り
侍
け
る
を
り
、
入
道
前
太
政
大
臣
い
だ
き
た
て
ま
つ
り
て
侍
け
る
を
み
た
て
ま
つ
り
て
の
ち
に
太
政
大
臣
の
も
と
に
つ
か
は
し
け
る
選
子
内
親
王
１１０７
ひ
か
り
い
づ
る
あ
ふ
ひ
の
か
げ
を
み
て
し
か
ば
と
し
へ
に
け
る
も
う
れ
し
か
り
け
り
（
二
二
）
純 心 人 文 研 究 第２４号 ２０１８
―３６５―
か
へ
し
入
道
前
太
政
大
臣
１１０８
も
ろ
か
づ
ら
ふ
た
ば
な
が
ら
も
き
み
に
か
く
あ
ふ
ひ
や
神
の
し
る
し
な
る
ら
ん
『
栄
花
物
語
』
と
『
後
拾
遺
集
』
に
お
い
て
は
、
道
長
と
斎
院
と
の
贈
答
で
あ
り
、
若
宮
（
後
一
条
院
）
だ
け
が
同
席
し
て
い
る
。
歌
も
同
じ
文
言
で
あ
る
。
『
大
鏡
』
の
場
合
は
斎
院
と
太
宮
（
彰
子
）
と
の
贈
答
に
な
っ
て
お
り
、
同
席
し
て
い
る
の
は
當
代
（
後
一
条
院
）
と
東
宮
（
後
朱
雀
院
）、
つ
ま
り
幼
か
っ
た
二
人
の
皇
子
た
ち
で
あ
る
。
歌
の
文
言
に
も
多
少
の
違
い
が
あ
る
。
次
に
、『
栄
花
物
語
』『
後
拾
遺
集
』
と
『
大
鏡
』
と
の
違
い
を
『
御
堂
関
白
記
』
の
記
事
と
対
照
さ
せ
て
検
討
す
る
。『
御
堂
関
白
記
』（
講
談
社
学
術
文
庫
上
中
下
・
倉
本
一
宏
・
二
〇
〇
九
年
）
か
ら
必
要
事
項
を
抄
出
す
る
。
・
寛
弘
五
年
（
一
〇
〇
八
）
九
月
十
一
日
、
戊
辰
。
皇
子
敦
成
誕
生
（
上
・
Ｐ
３６４
）
・
寛
弘
六
年
（
一
〇
〇
九
）
十
一
月
二
十
五
日
、
丙
子
。
皇
子
敦
良
誕
生
（
中
・
Ｐ
４８
）
・
寛
弘
七
年
（
一
〇
一
〇
）
四
月
二
十
五
日
、
甲
戌
。
賀
茂
祭
使
還
立
／
敦
成
親
王
、
小
南
第
に
渡
御
「
賀
茂
祭
使
の
還
立
の
儀
を
見
た
。
若
宮
は
、
一
条
大
路
に
出
ら
れ
た
。
傅
大
納
言
（
藤
原
道
綱
）
と
中
宮
大
夫
（
藤
原
斉
信
）
が
、
若
宮
の
御
車
後
に
伺
候
し
た
。」（
中
・
Ｐ
８０
）
・
寛
弘
八
年
（
一
〇
一
一
）
四
月
十
八
日
、
辛
酉
。
賀
茂
祭
／
敦
成
親
王
・
敦
良
親
王
、
見
物
「
暁
方
、
内
裏
か
ら
若
宮
（
敦
成
親
王
）
三
宮
（
敦
良
親
王
）
尚
侍
が
同
行
さ
れ
て
、
一
条
第
の
桟
敷
に
出
ら
れ
た
。
巳
か
ら
午
剋
の
頃
、
公

た
ち
も
参
会
し
た
。」（
中
・
Ｐ
１３７
）
『
御
堂
関
白
記
』
と
照
合
す
る
と
、『
栄
花
物
語
』
の
記
事
は
寛
弘
七
年
四
月
二
十
五
日
の
賀
茂
祭
の
出
来
事
と
な
り
、
寛
弘
五
年
誕
生
の
「
中
宮
の
若
宮
」
は
「
今
年
は
三
つ
」
で
あ
る
。
一
方
、『
大
鏡
』
の
記
事
は
寛
弘
八
年
四
月
十
八
日
の
記
録
に
該
当
す
る
。
た
だ
、
ど
ち
ら
に
も
道
長
と
斎
院
の
出
会
い
や
歌
の
贈
答
の
記
事
は
な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
『
後
拾
遺
集
』
が
勅

集
で
あ
る
こ
と
や
、『
栄
花
物
語
』
の
「
後
一
条
院
」
の
年
令
が
正
確
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
両
作
品
の
道
長
と
斎
院
の
出
会
い
や
歌
の
贈
答
（
歌
の
文
言
も
含
め
て
）
の
記
事
は
、
史
実
と
認
め
た
い
。
『
大
鏡
』
の
場
合
は
歌
の
贈
答
が
斎
院
と
太
宮
（
彰
子
）
と
の
間
の
も
の
で
あ
り
、
歌
の
文
言
に
も
わ
ず
か
な
違
い
が
あ
る
。
賀
茂
祭
の
年
時
が
異
な
る
の
で
当
然
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
贈
答
歌
の
意
味
は
殆
ど
同
じ
な
の
で
、『
大
鏡
』
の
場
合
も
こ
の
贈
答
歌
が
採
用
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。『
大
鏡
』
の
太
宮
（
彰
子
）
に
つ
い
て
誤
り
と
い
う
説
が
あ
る
が
、
「『
大
宮
』
は
『
大
殿
』
の
誤
り
か
と
み
る
よ
り
も
、
む
し
ろ
『
大
鏡
』
の
意
識
的
変
改
、
両
親
王
の
御
母
に
対
し
て
贈
歌
し
た
女
性
ど
う
し
の
親
し
さ
を
に
お
わ
せ
た
と
み
た
い
。」
（「
日
本
古
典
文
学
全
集
」
頭
注
五
・
橘
健
二
校
注
訳
・
Ｐ
１７４
）
と
い
う
考
え
方
も
あ
る
。
こ
れ
に
従
え
ば
、
歌
も
「
意
識
的
変
改
」
を
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
な
お
、
大
系
本
で
は
、
「
太
宮
（
彰
子
）」（
底
本
・
東
松
本
）
と
な
っ
て
い
る
が
、
全
集
本
で
は
「
大
宮
（
彰
子
）」（
底
本
・
平
松
本
）
と
す
る
。
以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
本
集
の
贈
答
歌
に
つ
い
て
考
え
る
。
本
集
の「
斎
院
と
道
長
」
の
贈
答
が
、『
大
鏡
』
で
は
「
斎
院
と
『
太
宮
』（
彰
子
）」
の
贈
答
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
高
橋
貢
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
『
大
鏡
』
が
大
斎
院
と
大
宮
（
彰
子
・
筆
者
注
）
と
の
歌
の
贈
答
と
す
る
の
を
誤
り
、
あ
る
い
は
意
識
的
に
変
え
た
と
す
る
両
説
が
あ
る
が
（
日
本
古
典
全
書
・
古
典
文
学
大
系
・
古
典
文
学
全
集
『
大
鏡
』）、
い
ず
れ
に
せ
よ
本
集
の

者
は
『
栄
花
物
語
』
等
に
従
っ
て
作
者
を
訂
正
し
た
と
み
て
よ
い
（
な
お
『
栄
花
物
語
全
注
釈
』
は
『
古
本
説
話
集
』
の
よ
っ
た
『
大
鏡
』
本
文
が
現
存
本
と
違
う
と
述
べ
る
が
、
私
は
こ
こ
で
は
こ
の
説
は
と
ら
な
い
）。
こ
れ
ら
の
諸
点
か
ら
判
断
す
る
と
、『
古
本
説
話
集
』

者
は
『
大
鏡
』
に
よ
り
な
が
ら
『
大
鏡
』
の
本
文
を
ま
る
写
し
し
た
の
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
ろ
う
。
（『
全
訳
注
』
Ｐ
６８
）
こ
の
高
橋
氏
の
、

者
に
よ
る
「
作
者
」
の
「
訂
正
」
と
い
う
考
え
方
を
さ
ら
に
進
め
て
、
本
稿
で
は
、
本
集
編
著
者
の
「
意
識
的
変
改
」
と
見
た
い
。
こ
の
贈
答
場
面
で
斎
院
と
道
長
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
ま
と
め
あ
げ
る
と
い
う
意
識
に
よ
っ
て
、
編
著
者
は
歌
の
贈
答
場
面
と
歌
に
つ
い
て
は
、『
栄
花
物
語
』
と
『
後
拾
遺
集
』
の
記
述
に
従
っ
た
と
考
え
る
。
第
一
話
で
「
道
長
」
は
「
入
道
殿
」「
殿
」「
大
殿
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
が
、
こ
の
場
面
の
「
道
長
」
の
呼
称
は
「
殿
」「
大
殿
」
で
『
栄
花
物
語
』
と
同
じ
で
あ
る
。
椎葉・安倍・川浪・中村・福田・山口・『古本説話集 全注釈』大齋院事（第一）
其の二（六丁オ７～九丁ウ１）
―３６４―
（
二
三
）
第
一
話
は
大
斎
院
の
一
生
を
語
る
も
の
で
あ
る
。
前
半
は
賀
茂
祭
を
舞
台
に
、
斎
院
の
華
や
か
な
半
生
を
道
長
と
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
中
心
に
描
い
て
い
る
。従
っ
て
贈
答
歌
も「
道
長
」
と
「
斎
院
」
と
の
間
の
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
こ
こ
に
「
太
宮
」
が
登
場
す
れ
ば
ま
と
ま
り
が
つ
か
な
く
な
る
か
ら
で
あ
る
。『
大
鏡
』
は
、
贈
答
歌
の
後
に
「
げ
に
賀
茂
明

な
ど
の
う
け
た
て
ま
つ
り
た
ま
へ
れ
ば
こ
そ
、
二
代
ま
で
う
ち
つ
ゞ
き
さ
か
へ
さ
せ
た
ま
ふ
ら
め
な
。
こ
の
事
、『
い
と
お
か
し
う
せ
さ
せ
た
ま
へ
り
』
と
、
よ
の
人
申
し
に
、
前
の
帥
の
み
ぞ
、『
追
從
ぶ
か
き
お
い
ぎ
つ
ね
か
な
。
あ
な
愛
敬
な
』
と
申
給
け
る
。」（
Ｐ
１２４
）
と
あ
る
。
本
集
の
編
著
者
に
と
っ
て
、
こ
の
部
分
は
必
要
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
以
上
、
本
集
と
『
大
鏡
』
の
こ
の
贈
答
場
面
の
違
い
に
は
、
本
集
編
著
者
の
確
か
な
意
図
が
認
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
補
説
４
（
う
り
ん
ゐ
ん
）
七
丁
ウ
４
雲
林
院
と
斎
院
「
雲
林
院
」
は
、
下
図
に
示
す
と
お
り
「
斎
院
」
と
距
離
的
に
も
近
く
、「
雲
林
院
」
に
出
か
け
た
上
達
部
達
が
「
斎
院
」
に
立
ち
寄
る
例
が
歌
集
の
詞
書
き
な
ど
に
見
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、「
雲
林
院
」
に
出
か
け
た
人
物
と
「
斎
院
」
女
房
と
の
贈
答
と
思
わ
れ
る
歌
の
例
を
、『
新
編
国
歌
大
観
CD
－
RO
M
版
』
等
に
よ
り
調
べ
た
。
歌
集
の
成
立
順
に
示
す
と
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。（
但
し
、『
大
斎
院
前
御
集
』
の
場
合
は
、
斎
院
と
深
い
関
係
に
あ
る
人
物
ど
う
し
が
「
雲
林
院
」
に
関
わ
る
歌
を
詠
ん
だ
も
の
を
拾
い
出
し
た
。）
１
『
大
斎
院
前
御
集
』
上
巻
た
だ
ま
さ
雲
林
院
の
念
仏
き
き
に
き
た
る
く
る
ま
の
、
夜
ふ
く
る
ほ
ど
に
き
こ
ゆ
れ
ば
、
馬
２２３
く
も
ゐ
よ
り
の
り
の
く
る
ま
ぞ
か
へ
る
な
る
に
し
に
か
た
ぶ
く
月
や
あ
ふ
ら
む
進
２２４
よ
そ
に
の
み
〔
〕
と
の
ほ
か
ゆ
く
く
る
ま
ゆ
ゑ
う
き
よ
に
め
ぐ
る
月
を
こ
そ
お
も
へ
２
『
大
斎
院
前
御
集
』
下
巻
な
に
か
な
ど
い
ひ
て
、
さ
ね
か
た
の
せ
う
し
や
う
う
た
よ
ま
む
な
む
と
さ
る
る
ほ
ど
に
、
う
り
ゐ
ん
に
か
ね
つ
く
お
と
の
き
こ
ゆ
れ
ば
あ
は
れ
が
り
て
、
し
の
び
の
中
将
３１８
さ
よ
ふ
け
て
風
に
た
ぐ
へ
る
か
ね
の
お
と
は
も
の
お
も
ふ
人
の
身
に
ぞ
し
み
け
る
３
『
大
斎
院
御
集
』
雲
林
院
の
は
な
み
に
殿
上
人
ど
も
い
き
て
、
た
か
ま
つ
ど
の
の
中
将
、
中
門
の
も
と
に
い
り
た
ま
て
１５
わ
れ
こ
そ
み
つ
れ
は
な
の
に
ほ
ひ
を
と
あ
れ
ば
ほ
ど
も
な
く
う
つ
ろ
ふ
色
を
は
る
の
う
ち
に
又
は
な
み
に
い
く
と
き
け
ど
、
こ
の
た
び
は
ま
ゐ
る
人
も
な
け
れ
ば
、
い
み
じ
う
な
が
き
や
な
ぎ
を
も
て
、
い
と
の
も
と
に
は
と
い
は
せ
た
れ
ば
１６
ち
り
ぬ
べ
き
は
な
を
の
み
こ
そ
み
に
き
つ
れ
思
ひ
も
よ
ら
ぬ
あ
を
や
ぎ
の
い
と
４
『
入
道
右
大
臣
集
』（
頼
宗
）（
道
長
次
男
１０６５
没
）
上

、
は
な
み
る
と
て
、
観
音
院
の
か
た
よ
り
雲
林
院
を
な
が
め
て
か
へ
る
ほ
ど
に
、
さ
い
ゐ
の
く
る
ま
い
で
て
、
も
の
み
て
す
ぐ
る
ほ
ど
に
ふ
み
あ
り
、
み
れ
ば
、
し
め
の
う
ち
の
は
な
は
は
な
に
も
あ
ら
ぬ
な
る
ら
（
二
四
）
純 心 人 文 研 究 第２４号 ２０１８
―３６３―
し
と
あ
り
し
に
８
か
ぜ
を
い
た
み
ま
づ
や
ま
べ
を
ぞ
た
づ
ね
つ
る
し
め
ゆ
ふ
は
な
は
ち
ら
じ
と
お
も
ひ
て
５
『
後
葉
和
歌
集
』
二
春
下
（
１１５５
頃
成
立
）
上
達
部
花
を
み
る
と
て
、
観
音
院
よ
り
雲
林
院
を
見
は
べ
り
て
、
か
へ
り
け
る
あ
ひ
だ
に
、
斎
院
に
車
た
て
て
、
物
み
て
か
へ
る
と
て
、
し
め
の
う
ち
の
花
は
は
な
に
も
あ
ら
ぬ
な
る
べ
し
と
申
し
た
り
け
る
返
事
に
堀
川
右
大
臣
６４
風
を
い
た
み
先
山
ぢ
を
ぞ
尋
ね
つ
る
し
め
ゆ
ふ
花
は
ち
ら
じ
と
思
ひ
て
６
『
続
詞
花
和
歌
集
』
二
春
下
（
１１６５
頃
成
立
）
上
達
部
上
の
人
人
雲
林
院
の
花
見
け
る
に
、
斎
院
女
房
の
も
と
よ
り
し
め
の
う
ち
の
は
な
は
か
ひ
な
き
花
と
せ
う
そ
こ
侍
り
け
れ
ば
堀
河
右
大
臣
６７
風
を
い
た
み
ま
づ
山
べ
を
ぞ
尋
ね
つ
る
し
め
ゆ
ふ
花
は
ち
ら
じ
と
お
も
へ
ば
７
『
実
家
集
』
春
（
１１８３
〜
１１８６
頃
成
立
）
こ
大
納
言
さ
ね
く
に
の

の
、
い
ま
だ
さ
い
相
の
中
将
と
き
こ
え
し
と
き
、
は
な
み
む
と
い
ざ
な
は
れ
し
を
、
さ
は
る
こ
と
あ
り
て
お
そ
く
ゆ
き
た
り
し
か
ば
、
雲
林
院
の
か
た
へ
と
人
い
ひ
し
に
、
そ
な
た
を
さ
し
て
ゆ
き
た
る
に
、
斎
院
に
ま
ゐ
り
て
、
人
人
、
は
な
の
う
た
い
ま
み
あ
は
せ
ん
と
せ
し
ほ
ど
な
り
、
た
だ
あ
ら
む
よ
り
は
と
て
、
ふ
か
く
も
お
も
は
ず
３４
は
る
風
は
は
な
さ
そ
ふ
ら
し
な
み
の
う
へ
に
き
え
せ
ぬ
ゆ
き
の
あ
り
す
が
は
か
な
８
『
新
千
載
和
歌
集
』
一
春
上
（
１３５９
成
立
）
雲
林
院
に
花
見
に
ま
か
る
と
て
さ
そ
ひ
侍
り
け
る
に
、
斎
院
の
女
房
又
ち
が
ひ
て
白
河
の
花
に
と
も
な
は
ん
と
申
し
お
く
り
侍
り
け
る
に
、
い
で
ぬ
る
よ
し
を
申
し
け
れ
ば
い
ひ
つ
か
は
し
け
る
読
人
し
ら
ず
９７
さ
そ
へ
ど
も
君
も
梢
の
花
み
に
と
ひ
と
り
ぞ
ま
ど
ふ
春
の
ひ
ぐ
ら
し
１
『
大
斎
院
前
御
集
』
上
巻
と
２
『
大
斎
院
前
御
集
』
下
巻
、
３
『
大
斎
院
御
集
』
に
登
場
す
る
人
物
は
、「
大
斎
院
サ
ロ
ン
の
メ
ム
バ
ー
」（『
平
安
朝
サ
ロ
ン
文
芸
史
論
』（
目
加
田
さ
く
を
・
風
間
書
房
・
二
〇
〇
三
年
）
と
目
さ
れ
る
。
同
書
（
Ｐ
１９７
〜
２０２
）
に
よ
る
と
、「
進
」
と
「
馬
」
は
前
御
集
時
代
の
内
部
の
女
性
メ
ン
バ
ー
、「
た
だ
ま
さ
」
は
内
部
の
男
性
メ
ン
バ
ー
、「
さ
ね
か
た
」
と
「
し
の
び
の
（
し
の
ふ
る
）
中
将
」
は
外
部
の
男
性
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
。
ま
た
、
「
た
か
ま
つ
ど
の
の
中
将
（
頼
宗
）」
は
御
集
時
代
の
外
部
男
性
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
。
４
『
入
道
右
大
臣
集
』（
頼
宗
）
は
道
長
次
男
「
頼
宗
」
の
私
家
集
で
あ
る
。
同
じ
歌
が
私

集
の
５
『
後
葉
和
歌
集
』
と
６
『
続
詞
花
和
歌
集
』
に
入
集
さ
れ
て
い
る
。
詞
書
の
趣
旨
は
同
じ
で
あ
る
が
、
表
現
は
簡
略
化
さ
れ
て
い
る
。「
か
ぜ
を
い
た
み
」
の
歌
を
詠
ん
だ
時
の
斎
王
が
大
斎
院
で
あ
る
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
。「
選
子
」
退
下
一
〇
三
一
年
の
時
、
三
十
八
才
の
「
頼
宗
」
は
後
冷
泉
天
皇
（
在
位
１０４５
〜
１０６８
）
の
終
わ
り
の
頃
、
一
〇
六
五
年
に
没
し
て
い
る
。
３
『
大
斎
院
御
集
』
で
あ
げ
た
歌
の
場
面
で
は
「
た
か
ま
つ
ど
の
の
中
将
」
と
よ
ば
れ
て
い
る
の
で
、「
か
ぜ
を
い
た
み
」
の
歌
を
詠
ん
だ
当
時
は
「
選
子
」
以
後
の
斎
王
の
可
能
性
も
あ
る
。
７
『
実
家
集
』
に
な
る
と
、
「
実
家
」
の
生
没
年
（
１１４５
〜
１１９３
）
と
「
さ
ね
く
に
」
の
生
没
年
（
１１４０
〜
１１７８
）
か
ら
、
二
人
の
時
代
は
近
衛
・
後
白
河
・
二
条
・
六
条
・
高
倉
天
皇
の
頃
で
あ
り
、
斎
院
の
主
は
特
定
で
き
な
い
。
ま
た
、
８
『
新
千
載
和
歌
集
』
の
成
立
は
一
三
五
九
年
で
南
北
朝
時
代
に
な
る
。
斎
院
は
順
徳
朝
二
年
め
、
令
子
内
親
王
退
下
（
１２１２
）
で
廃
絶
と
な
る
の
で
、
当
歌
集
の
歌
は
そ
れ
以
前
の
成
立
と
な
る
。
以
上
の
例
か
ら
、『
新
編
国
歌
大
観
』
に
よ
る
か
ぎ
り
、「
雲
林
院
」
と
「
斎
院
」
は
「
大
斎
院
」
の
時
代
か
ら
「
斎
院
」
の
廃
絶
近
く
ま
で
、「
雲
林
院
」
に
出
か
け
た
上
達
部
・
殿
上
人
と
「
斎
院
女
房
」
と
の
交
流
の
場
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
補
説
５
九
丁
オ
７
「
住
吉
の
姫
君
の
物
語
の
障
子
」
と
「
大
斎
院
」
雲
林
院
帰
り
に
斎
院
に
立
ち
寄
っ
た
殿
上
人
達
は
、
外
来
者
が
訪
れ
る
寝
殿
の
丑
寅
の
隅
の
妻
戸
に
立
ち
寄
る
が
、
そ
こ
に
は
「
住
吉
の
姫
君
の
物
語
の
障
子
」
が
立
て
ら
れ
て
い
た
。
『
今
昔
』
も
同
じ
で
あ
る
。
挿
入
さ
れ
る
形
で
当
然
の
よ
う
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
「
住
吉
の
姫
君
の
物
語
の
障
子
」
は
「
大
斎
院
」
と
深
い
関
係
に
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
『
上
代
倭
絵
全
史
』（
家
永
三
郎
・
名
著
刊
行
会
・
一
九
九
八
年
）
の
「
住
吉
物
語
絵
」
の
解
説
椎葉・安倍・川浪・中村・福田・山口・『古本説話集 全注釈』大齋院事（第一）
其の二（六丁オ７～九丁ウ１）
―３６２―
（
二
五
）
を
引
用
す
る
。
゛
源
氏
物
語
螢
巻
に
、
玉
鬘
が
物
語
絵
を
さ
ま


見
な
が
ら
「
す
み
よ
し
の
ひ
め
君
の
さ
し
あ
た
り
け
む
お
り
」
を
、
我
が
身
の
上
に
ひ
き
く
ら
べ
て
感
慨
に
ふ
け
る
さ
ま
を
述
べ
た
直
後
に
「
ら
う
た
げ
な
る
ひ
め
君
の
も
の
お
も
へ
る
み
る
に
云
々
」
と
あ
る
は
、
花
鳥
余
情
の
説
く
通
り
、
住
吉
物
語
を
受
け
た
も
の
と
解
せ
ら
れ
、
逆
境
に
な
や
む
女
主
人
公
の
悩
の
姿
を
画
い
た
場
面
を
含
む
住
吉
物
語
絵
の
一
端
を
想
像
す
る
こ
と
が
出
来
る
が
、
最
近
堀
部
正
二
氏
発
見
の
新
資
料
に
よ
り
、
史
上
実
在
の
作
品
と
し
て
の
住
吉
物
語
絵
の
内
容
を
精
細
に
窺
ひ
得
る
に
至
っ
た
。
す
な
は
ち
図
書
寮
本
能
宣
集
に
「
す
み
よ
し
の
も
゛
の
が
た
り
ゑ
に
か
き
た
る
を
、
う
た
な
き
と
こ
ろ


に
あ
る
べ
し
と
て
あ
（
欠
字
。「
る
と
」
ヵ
）
こ
ろ
の
お
ほ
せ
ご
と
に
て
よ
め
る
」
と
し
て
、
な
ら
び
の
池
の
辺
に
姫
君
を
求
る
場
面
、
住
吉
に
向
は
ん
と
し
て
神
南
備
森
を
過
ぐ
る
景
、
同
じ
道
中
鹿
の
萩
の
中
に
鳴
く
さ
ま
、
住
吉
の
浜
に
逍
遥
す
る
情
景
、「
心
ぼ
そ
し
と
お
も
ひ
て
ひ
め
ぎ
み
の
あ
る
と
こ
ろ
」等
七
場
面
に
附
せ
ら
れ
た
歌
が
載
っ
て
居
り
、（
中
略
）
こ
の
物
語
は
古
本
住
吉
物
語
に
よ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
現
行
本
と
は
多
少
内
容
を
異
に
し
て
居
り
、
帝
室
博
物
館
等
に
現
存
す
る
住
吉
物
語
絵
巻
の
残
欠
は
鎌
倉
時
代
の
作
で
現
行
本
に
拠
っ
た
も
の
で
あ
ら
う
と
の
こ
と
で
あ
る
。
猶
今
昔
物
語
集
に
よ
る
と
、
後
一
条
院
の
代
の
末
に
、
選
子
内
親
王
の
居
処
の
寝
殿
の
丑
寅
の
角
の
戸
の
間
に
、
住
吉
の
姫
君
の
物
語
を
画
い
た
障
子
が
立
て
ら
れ
て
あ
っ
た
と
云
ふ
。
物
語
絵
を
障
子
に
画
く
の
は
異
例
で
あ
る
が
、
後
出
伊
勢
物
語
障
子
、
扇
流
物
語
障
子
の
例
も
あ
る
し
、
又
明
月
記
寛
喜
三
年
二
月
八
日
条
に
も
「
相
門
以
物
語
歌
可
令
書
障
子
絵
之
由
一
昨
日
被
命
」
れ
た
こ
と
が
見
え
、
必
ず
し
も
左
程
珍
ら
し
い
こ
と
で
は
な
か
っ
た
ら
し
い
。（
Ｐ
３２７
〜
３２８
）
『
新
編
国
歌
大
観
七
』
の
『
能
宣
集
（
書
陵
部
蔵
）』
に
歌
の
順
は
前
後
す
る
が
、
七
場
面
に
歌
が
付
さ
れ
て
い
る
（
歌
番
号
・
３２８
・
３２９
・
３３０
・
３１７
・
３１８
・
３１９
・
３２０
）。「
す
み
よ
し
の
も
の
が
た
り
ゑ
に
か
き
た
る
を
、
う
た
な
き
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
あ
る
べ
し
と
て
あ
（
欠
字
。「
る
と
」
ヵ
）
こ
ろ
の
お
ほ
せ
ご
と
に
て
よ
め
る
」
は
、
「
能
宣
」
が
「
住
吉
物
語
絵
」
の
な
か
に
「
歌
」
を
詠
み
込
む
よ
う
に
命
じ
ら
れ
た
わ
け
で
あ
る
が
、「
お
ほ
せ
ご
と
」
と
い
う
こ
と
ば
か
ら
依
頼
者
は
高
貴
な
人
物
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。『
上
代
倭
絵
全
史
』
別
冊
『
上
代
倭
絵
年
表
改
訂
版
』（
家
永
三
郎
・
墨
水
書
房
・
一
九
六
六
年
）
に
よ
る
と
、「
能
宣
」
が
歌
を
詠
ん
だ
の
は
、
天
禄
三
（
９７２
）
年
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
年
は
円
融
朝
三
年
目
、
天
皇
は
十
三
才
、「
選
子
」
九
才
、「
能
宣
」
五
十
一
才
の
時
で
あ
る
。
こ
の
翌
年
天
禄
四
（
９７３
）
年
の
「
円
融
院
扇
合
」（『
新
編
国
歌
大
観
』
五
）
に
「
あ
か
色
の
あ
ふ
ぎ
に
す
み
よ
し
の
か
た
を
絵
に
か
き
て
、
あ
し
で
に
か
け
る
」
扇
が
も
ち
だ
さ
れ
て
い
る
（
歌
番
号
５
）。「
能
宣
」
も
参
加
し
て
お
り
、
「
草
も
木
も
思
ふ
こ
と
あ
ら
じ
万
代
は
君
が
扇
の
風
に
な
び
き
て
」（
歌
番
号
１４
）
と
詠
ん
で
い
る
。
解
題
に
よ
る
と
こ
の
歌
合
は
「
円
融
天
皇
」（
十
四
才
）
と
同
腹
の
姉
「
一
品
宮
資
子
内
親
王
」（
十
八
才
）
と
の
間
で
催
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
天
禄
三
（
９７２
）
年
・
天
禄
四
（
９７３
）
年
の
出
来
事
か
ら
、「
円
融
天
皇
」
を
中
心
に
し
た
「
す
み
よ
し
」
と
い
う
も
の
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
、
あ
（
欠
字
。
「
る
と
」
ヵ
）
こ
ろ
の
お
ほ
せ
ご
と
」
は
「
円
融
天
皇
」
の
命
令
と
と
れ
る
。「
あ
る
と
こ
ろ
」
は
「
選
子
内
親
王
」（
石
川
徹
『
平
安
時
代
物
語
文
学
論
』「
古
本
住
吉
物
語
の
内
容
に
関
す
る
臆
説
」・
笠
間
書
院
・
一
九
七
九
年
・
Ｐ
８０
）、
あ
る
い
は
「
選
子
そ
の
人（
な
い
し
、
そ
れ
と
か
か
わ
り
あ
る
人
）
」（
稲
賀
敬
二『
源
氏
物
語
そ
の
文
芸
的
形
成
』「
延
喜
・
天
暦
期
と
『
源
氏
物
語
』
と
を
結
ぶ
も
の
―
大
斎
院
の
も
と
に
お
け
る
新
版
『
住
吉
』
の
成
立
―
」・
大
学
堂
書
店
・
一
九
七
八
年
・
Ｐ
５９
）
と
い
う
考
え
方
も
あ
る
。
稲
賀
氏
は
さ
ら
に
「
選
子
内
親
王
」
の
さ
ま
ざ
ま
な
状
況
を
鑑
み
て
、「
円
融
天
皇
」
の
関
わ
り
に
言
及
し
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
選
子
は
兄
円
融
天
皇
が
譲
位
す
る
前
、
斎
院
に
と
ど
ま
る
事
の
利
点
を
説
か
れ
た
。
そ
の
時
、
円
融
天
皇
の
示
唆
で
作
ら
れ
た
『
住
吉
物
語
』
は
、
選
子
が
斎
院
の
生
活
を
続
け
る
心
の
支
柱
と
し
て
、
一
方
で
は
斎
院
の
障
子
に
絵
と
し
て
描
か
れ
、
選
子
は
晩
年
に
至
る
ま
で
、
そ
れ
を
円
融
天
皇
が
自
分
の
た
め
に
残
し
た
生
活
指
針
と
し
て
朝
夕
眺
め
て
い
た
。
（
前
掲
書
Ｐ
１０７
）
次
に
、
天
皇
が
斎
院
の
た
め
に
障
屏
具
を
贈
っ
た
例
を
示
す
。
選
子
以
前
の
斎
院
に
、
天
の
ぶ
こ
な
い
し
ん
の
う
皇
が
関
わ
っ
た
屏
風
の
例
が
一
例
あ
る
。「
醍
醐
天
皇
」
が
「
宣
子
内
親
王
」
に
贈
っ
た
も
の
で
あ
る
。
宣
子
内
親
王
（
九
〇
二
〜
九
二
〇
）
は
、
醍
醐
天
皇
第
二
皇
女
。
母
は
光
孝
天
皇
皇
子
源
旧
鑒
女
、
更
衣
の
封
子
。
十
四
歳
で
賀
茂
斎
院
に
ト
定
さ
れ
、
宣
旨
に
よ
り
紀
貫
之
ら
が
斎
院
の
屏
風
の
和
歌
六
首
（『
貫
之
集
』
６０
〜
６５
、『
拾
遺
』
２４６
）
を
詠
進
し
て
い
る
。（『
平
安
時
代
史
事
典
』・
角
川
書
店
・
一
九
九
四
年
）
（
二
六
）
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こ
の
「
斎
院
の
屏
風
」
を
『
上
代
倭
絵
全
史
』
別
冊
『
上
代
倭
絵
年
表
改
訂
版
』
に
よ
っ
て
確
認
す
る
。（
漢
数
字
は
年
表
中
、
時
代
順
に
付
さ
れ
た
作
品
番
号
で
あ
る
。）
・
二
五
四
延
喜
十
五
年
閏
二
月
廿
五
日
斎
院
御
屏
風
女
共
滝
の
な
が
れ
に
出
る
花
を
み
あ
る
は
手
を
ひ
た
し
あ
ら
ひ
た
る
貫
之
集
一
二
五
五
女
の
寺
詣
に
山
路
に
つ
れ
て
ゆ
く
（
…
春
が
す
み
道
さ
ま
た
げ
に
立
わ
た
る
ら
ん
）
同
二
五
六
大
の
木
の
も
と
に
や
す
み
て
川
ご
し
に
桜
花
を
み
た
る
所
同
二
五
七
旅
人
の
道
に
あ
り
て
帰
雁
の
雲
に
同
二
五
八
人
の
家
に
春
花
を
み
た
る
同
二
五
九
を
ん
な
や
な
ぎ
の
枝
を
ひ
か
へ
て
た
て
り
歌
仙
家
集
本
貫
之
集
一
二
六
〇
藤
の
松
に
か
ゝ
れ
る
貫
之
集
一
・
二
六
一
同
年
斎
院
御
屏
風
春
（
香
を
と
め
て
誰
折
ら
ざ
ら
む
う
め
の
花
あ
や
な
し
か
す
み
た
ち
な
か
く
し
そ
）
歌
仙
家
集
本
躬
恒
集
同
（
降
る
雪
に
い
ろ
は
ま
が
ひ
ぬ
梅
の
は
な
香
に
こ
そ
似
た
る
も
の
な
か
り
け
れ
）
拾
遺
集
春
二
六
二
女
ど
も
梅
の
花
見
つ
つ
若
菜
つ
む
歌
仙
家
集
本
躬
恒
集
二
六
三
人
き
の
も
と
に
あ
り
（
あ
づ
さ
弓
は
る
の
山
べ
を
さ
り
が
た
み
・
・
・
）
同
・
二
六
四
（
類
収
）
斎
院
屏
風
（
か
り
に
と
て
来
べ
か
り
け
り
や
秋
の
野
の
花
み
る
程
に
日
も
暮
ぬ
べ
し
）
拾
遺
集
秋
・
二
八
一
延
喜
十
六
年
斎
院
御
屏
風
四
帖
歌
仙
家
集
本
貫
之
集
一
人
家
に
女
ど
も
の
庭
に
出
で
て
梅
花
を
見
又
山
に
残
れ
る
雪
を
見
た
る
二
八
二
人
の
木
の
も
と
に
た
ち
て
は
る
か
な
る
桜
の
花
を
見
た
る
同
二
八
三
池
の
ほ
と
り
に
咲
け
る
藤
の
も
と
に
女
ど
も
の
あ
そ
び
て
花
の
か
げ
を
見
た
る
同
二
八
四
た
き
の
ほ
と
り
に
人
き
て
見
る
同
二
八
五
う
み
の
ほ
と
り
に
お
ひ
た
る
松
の
ほ
と
り
に
み
ち
ゆ
く
人
の
や
す
み
た
る
所
同
二
八
六
雪
の
庭
に
み
て
り
け
る
同
・
二
八
七
（
類
収
）
桃
園
に
住
み
侍
り
け
る
前
斎
院
の
御
屏
風
（
白
妙
の
妹
が
こ
ろ
も
に
う
め
の
は
な
色
を
も
香
を
も
わ
き
ぞ
か
ね
つ
る
）
拾
遺
集
春
・
二
八
八
も
も
ぞ
の
の
斎
院
の
屏
風
（
梅
の
花
春
よ
り
さ
き
に
咲
き
し
か
ど
み
る
人
ま
れ
に
ゆ
き
の
降
り
つ
つ
）
同
雑
春
・
三
二
五
延
喜
十
七
年
斎
院
御
屏
風
歌
仙
家
集
本
躬
恒
集
拾
遺
集
秋
（
水
の
お
も
の
ふ
か
く
あ
さ
く
も
見
ゆ
る
か
な
紅
葉
の
い
ろ
や
淵
瀬
な
る
ら
ん
）
三
二
六
松
に
か
か
れ
る
こ
け
を
見
る
歌
仙
家
集
本
躬
恒
集
三
二
七
野
に
こ
た
か
が
り
す
同
三
二
八
田
か
る
（
小
山
田
の
お
く
て
の
稲
を
か
り
つ
み
て
ま
も
る
か
り
庵
に
い
く
夜
へ
ぬ
ら
む
）
同
三
二
九
紅
葉
ち
る
同
延
喜
十
五
年
、
十
六
年
、
十
七
年
と
毎
年
「
斎
院
屏
風
」
が
調
製
さ
れ
て
い
る
。
天
皇
が
斎
院
に
贈
っ
た
「
斎
院
御
屏
風
」
は
こ
の
年
表
で
知
る
か
ぎ
り
、
醍
醐
天
皇
が
宣
子
内
親
王
に
贈
っ
た
こ
の
例
の
み
で
あ
る
。
選
子
が
斎
院
に
入
っ
た
時
、
こ
れ
ら
が
残
さ
れ
て
い
た
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
他
に
斎
院
の
障
屏
具
に
つ
い
て
の
記
録
は
な
く
、
大
斎
院
の
許
に
あ
っ
た
「
住
吉
の
姫
君
の
物
語
の
障
子
」
は
貴
重
な
存
在
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
、「
物
語
絵
」「
障
子
絵
」
に
つ
い
て
、
前
掲
『
上
代
倭
絵
全
史
』・『
上
代
倭
絵
年
表
改
訂
版
』
に
よ
り
略
述
す
る
。「
物
語
絵
」
に
つ
い
て
は
、
温
子
没
（
延
喜
七
・
９０７
）
以
前
に
存
在
し
た
「
生
田
処
女
塚
物
語
絵
」（
出
典
『
大
和
物
語
』）
が
「
物
語
絵
の
初
見
と
云
ふ
べ
き
」（『
上
代
倭
絵
全
史
』
Ｐ
３２７
）
と
あ
り
、
次
が
「
住
吉
物
語
絵
」
に
な
る
。『
上
代
倭
絵
年
表
改
訂
版
』
で
も
「
住
吉
物
語
絵
」
ま
で
に
「
物
語
絵
」
は
見
ら
れ
ず
、
「
住
吉
物
語
絵
」
は
「
物
語
絵
」
と
し
て
二
作
め
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
こ
の
「
住
吉
物
語
絵
」
が
、
も
し
「
障
子
絵
」
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、「
物
語
絵
の
障
子
」
と
し
て
初
め
て
の
も
の
で
あ
っ
た
と
も
言
え
る
。
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（
二
七
）
こ
れ
に
つ
い
て
、
前
記
の
『
図
書
寮
本
能
宣
集
』
に
は
「
七
場
面
に
附
せ
ら
れ
た
歌
が
載
っ
て
居
」
る
と
す
る
が
、
天
暦
六
（
９５２
）
年
・
天
徳
（
９５８
）
二
年
の
障
子
絵
も
ほ
ぼ
同
数
の
場
面
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。
具
体
的
に
挙
げ
る
。
・
天
暦
六
（
９５２
）
年
（『
上
代
倭
絵
年
表
改
訂
版
』
Ｐ
７７
）
八
四
一
朱
雀
院
御
障
子
絵
女
い
な
り
に
ま
う
で
た
る
所
歌
仙
家
集
本
元
真
集
八
四
二
よ
し
野
川
に
く
れ
く
だ
す
所
同
八
四
三
広
沢
の
池
の
ほ
と
り
に
女
ど
も
の
ね
ぬ
な
は
く
る
同
八
四
四
さ
が
み
の
あ
し
が
ら
の
関
に
た
び
人
ゆ
く
（
あ
し
が
ら
の
関
に
し
げ
れ
る
玉
こ
す
げ
行
か
ふ
駒
も
す
さ
め
ざ
り
け
り
）
同
八
四
五
い
で
は
の
や
そ
し
ま
に
舟
に
の
り
て
人
あ
そ
ぶ
同
八
四
六
み
ち
の
く
に
の
あ
さ
か
の
沼
の
ほ
と
り
に
京
よ
り
く
だ
れ
る
人
た
ち
と
ま
れ
り
同
・
天
徳
二
年
（
９５８
）（
Ｐ
８６
）
九
二
六
御
障
子
絵
西
本
願
寺
本
忠
見
集
ふ
か
き
山
に
鶯
の
声
聞
人
あ
り
忠
見
集
九
二
七
霞
立
る
山
よ
り
滝
お
つ
同
九
二
八
岸
の
ほ
と
り
に
藤
花
さ
け
る
同
九
二
九
柳
桜
あ
る
家
同
九
三
〇
霧
立
て
紅
葉
の
木
ど
も
か
く
せ
る
所
同
九
三
一
山
里
な
る
女
鹿
の
ね
を
聞
て
同
九
三
二
お
き
な
い
ね
は
こ
び
つ
ま
す
歌
仙
家
集
本
忠
見
集
こ
れ
ら
の
例
か
ら
考
え
る
と
、
天
禄
三
（
９７２
）
年
に
は
成
立
し
て
い
た
「
住
吉
物
語
絵
」
は
、「
障
子
絵
」
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
選
子
が
斎
院
に
入
っ
た
の
は
貞
元
二
年
（
９７７
）、
「
住
吉
物
語
絵
」
に
歌
が
付
け
ら
れ
た
の
は
天
禄
三
（
９７２
）
年
で
あ
れ
ば
、
選
子
が
斎
院
に
な
っ
た
当
初
か
ら
、「
住
吉
の
姫
君
の
物
語
の
障
子
」
は
斎
院
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。『
住
吉
物
語
』
は
『
枕
草
子
』（
新
潮
日
本
古
典
集
成
下
・
第
百
九
十
八
段
・
一
九
七
八
年
）
に
「
物
語
は
、
住
吉
」（
Ｐ
１０６
）
と
、
物
語
の
最
初
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
以
前
の
文
献
と
し
て
は
、
管
見
に
よ
れ
ば
『
能
宣
集
』
の
「
す
み
よ
し
の
も
の
が
た
り
ゑ
に
か
き
た
る
」
の
み
で
、
こ
れ
が
『
住
吉
物
語
』
の
初
出
と
い
う
こ
と
に
も
な
る
。
そ
う
い
う
意
味
で
『
住
吉
物
語
』
と
い
う
物
語
そ
の
も
の
、
そ
れ
を
「
物
語
絵
」
に
し
た
も
の
、
そ
れ
を
「
障
子
絵
」
に
し
た
も
の
、
こ
れ
は
当
時
非
常
に
珍
し
く
、
注
目
さ
れ
た
に
違
い
な
い
。
そ
れ
は
多
く
の
訪
問
者
の
目
に
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
人
々
の
口
か
ら
口
へ
と
伝
わ
り
、

間
に
広
ま
っ
て
い
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
「
大
斎
院
」
退
下
（
１０３１
）
後
、
こ
の
「
障
子
」
は
ど
う
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。『
無
名
草
子
』
に
殆
ど
同
じ
記
事
が
載
る
が
、
こ
の
「
障
子
」
へ
の
記
述
は
全
く
無
い
。「
斎
院
」
は
「
順
徳
朝
」
二
年
め
、
令
子
内
親
王
退
下
（
１２１２
）
で
廃
絶
と
な
る
が
、『
無
名
草
子
』
の
成
立
（
１１９６
頃
）
と
ほ
ぼ
同
時
期
で
あ
る
。
平
安
期
す
で
に
物
語
を
絵
と
し
て
楽
し
む
こ
と
が
行
わ
れ
て
い
る
。『
源
氏
物
語
』
も
成
立
当
初
か
ら
、
絵
画
化
さ
れ
た
と
言
わ
れ
、『
長
秋
記
』
元
永
二
（
１１１９
）
年
十
一
月
二
十
七
日
の
条
に
、
源
氏
絵
調
進
の
記
事
が
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、「
住
吉
の
姫
君
の
物
語
の
障
子
」
は
忘
れ
ら
れ
た
存
在
に
な
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
（
な
お
、『
住
吉
物
語
』
に
つ
い
て
は
、
堀
部
正
二
「
新
資
料
に
よ
る
住
吉
物
語
の
一
考
察
」（『
中
古
日
本
文
学
の
研
究
』
所
収
・
ク
レ
ス
出
版
・
一
九
九
九
年
）
、
石
川
徹「
古
本
住
吉
物
語
の
内
容
に
関
す
る
臆
説
」（
『
平
安
時
代
物
語
文
学
論
』
所
収
・
笠
間
書
院
・
一
九
七
九
年
）、
稲
賀
敬
二
「
延
喜
・
天
暦
期
と
『
源
氏
物
語
』
と
を
結
ぶ
も
の
―
大
斎
院
の
も
と
に
お
け
る
新
版
『
住
吉
』
の
成
立
」（『
源
氏
物
語
そ
の
文
芸
的
形
成
』
所
収
・
広
島
一
九
七
八
年
）
等
に
詳
細
な
検
証
が
な
さ
れ
て
い
る
。）
※
「
其
の
一
」
に
、
ご
意
見
・
ご
指
摘
を
い
た
だ
き
、
表
記
等
を
一
部
訂
正
い
た
し
ま
し
た
。
（
二
〇
一
七
年
十
月
十
六
日
・
受
理
）
（
二
八
）
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